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序文
Monitor を使用して、Informatica Intelligent Cloud Services℠組織で実行中または実行済みのジョブ、イン
ポート、およびエクスポートを表示および監視する方法を学習します。Monitor には、スケールクラスタおよ
びソース管理アクションの監視、およびエラーをトラブルシューティングするためのログファイルのダウンロ
ードに関する情報も含まれています。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト
Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト（http://www.informatica.com/cloud）にアクセスでき
ます。このサイトには、Informatica Cloud 統合サービスに関する情報が含まれます。

Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティ
Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティを使用して、技術的な問題について議論し、解決しま
す。また、技術的なヒント、マニュアルの更新情報、FAQ（よくある質問）への答えを得ることもできます。
次の Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティにアクセスします。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration
開発者は、次の Cloud 開発者コミュニティで詳細情報を確認したり、ヒントを共有したりできます。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration/cloud-
developers
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Informatica Intelligent Cloud Services マーケットプレース
Informatica マーケットプレイスにアクセスすると、データ統合コネクタ、テンプレート、およびマップレッ
トを試用したり購入したりできます。
https://marketplace.informatica.com/

データ統合コネクタのドキュメント
データ統合コネクタのドキュメントには、マニュアルポータルからアクセスできます。マニュアルポータルを
利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてください。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center は、Informatica のセキュリティポリシーおよびリアル
タイムでのシステムの可用性について情報を提供します。
Trust Center（https://www.informatica.com/trust-center.html）にアクセスします。
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center にサブスクライブして、アップグレード、メンテナン
ス、およびインシデントの通知を受信します。Informatica Intelligent Cloud Services Status ページには、す
べての Informatica Cloud 製品の実稼働ステータスが表示されます。メンテナンスの更新はすべてこのページ
に送信され、停止中は最新の情報が表示されます。更新と停止の通知がされるようにするには、Informatica 
Intelligent Cloud Services の 1 つのコンポーネントまたはすべてのコンポーネントについて更新の受信をサブ
スクライブします。すべてのコンポーネントにサブスクライブするのが、更新を逃さないようにするための最
良の方法です。
登録するには、https://status.informatica.com/に移動し、［更新を購読登録］をクリックします。その後、
電子メール、SMS テキストメッセージ、Webhook、RSS フィードとして、またはこの 4 つを任意に組み合わ
せて送信された通知を受信することを選択ができます。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話またはオンラインでカスタマサポートセンターに連絡できます。
オンラインサポートについては、Informatica Intelligent Cloud Services の［サポート要求の送信］をクリッ
クしてください。またオンラインサポートを使用して問題を記録することもできます。オンラインサポートを
利用するには、ログインが必要です。https://network.informatica.com/welcome でログイン要求できます。
Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica の Web サイト
https://www.informatica.com/services-and-training/support-services/contact-us.html に掲載されていま
す。
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第  1  章

監視ジョブ
実行中または組織内で実行されているジョブを監視できます。ジョブは、データ統合マッピング、タスクまた
はタスクフローなどのアセットのインスタンスです。マッピング、タスク、またはタスクフローを開始するた
びに、Informatica Intelligent Cloud Services は実行するためのジョブを作成します。
次のページでジョブを監視できます。

［すべてのジョブ］ページ
実行中または組織内で実行されているすべてのジョブを一覧表示します。ほとんどのジョブタイプについ
ては、このページでジョブを停止および再起動できます。一部のジョブタイプについてはログファイルを
ダウンロードすることもできます。

［すべてのジョブ］ページを開くには、モニタで［すべてのジョブ］を選択します。
［実行中のジョブ］ページ

実行中または過去 5 分間に完了したすべてのジョブが一覧表示されます。ほとんどのジョブタイプについ
ては、このページでジョブを停止および再起動できます。一部のジョブタイプについてはログファイルを
ダウンロードすることもできます。

［実行中のジョブ］ページを開くには、モニタで［実行中のジョブ］を選択します。
［マイジョブ］ページ

現在ログインしているユーザーによって開始されたすべてのジョブを一覧表示します。ほとんどのジョブ
タイプについては、このページでジョブを停止および再起動できます。一部のジョブタイプについてはロ
グファイルをダウンロードすることもできます。

［マイジョブ］ページを開くには、ジョブを開始したサービスで［マイジョブ］を選択します。
ジョブの詳細ページ

特定のジョブに関する詳細情報を表示します。完了または失敗したジョブの詳細を表示できます。ほとん
どのジョブタイプについては、このページからジョブを再起動できます。一部のジョブタイプについては
ログファイルをダウンロードすることもできます。
ジョブの詳細を表示するには、［すべてのジョブ］、[実行中のジョブ]、または［マイジョブ］ページでジ
ョブ名をクリックします。

すべてのジョブの監視
モニタの[すべてのジョブ]ページで組織内のすべてのジョブを監視できます。[すべてのジョブ]ページには現在
実行中のジョブと完了したジョブが一覧表示されます。
[すべてのジョブ]ページを使用して失敗を分析し組織内のジョブのデバッグを行います。
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[すべてのジョブ]ページでジョブを監視するには、次のいずれかのロールが必要です:
• Administrator
• デザイナ
• モニタ(M)
次の図は、［すべてのジョブ］ページを示しています。

1. このページの情報が最新であるか、更新が必要であるかを示すステータスメッセージ
2.［更新］アイコン

［すべてのマイジョブ］ページには過去 3 日間に実行したジョブと 3 日以上前に実行された最近 1000 個のジョ
ブが一覧表示されます。
このページの情報を最新の状態に保つため、モニタは Informatica Intelligent Cloud Services リポジトリを 5
秒ごとにポーリングします。情報はジョブのステータスが変化したり、ユーザーがジョブを開始したりした際
に最新ではなくなります。
ページの上部にあるステータスメッセージはこのページの情報が最新であるかどうかを示しています。情報が
古くなると、「使用可能な更新」というステータスメッセージが表示されます。ページを更新するには、[使用
可能な更新]メッセージまたは[更新]アイコンをクリックします。
ジョブが完了したら、ジョブをドリルダウンしてジョブの詳細を表示することができます。ジョブをドリルダ
ウンするには、インスタンス名をクリックします。

実行中のジョブの監視
Monitor のモニタページですべての実行中のジョブを監視できます。［実行中のジョブ］ページには、開始中、
キューに格納、実行中、および一時停止中のジョブが一覧表示されます。ページには、過去 5 分間に完了した
ジョブも一覧表示されます。
[実行中のジョブ]ページを使用して組織内で実行されているジョブを監視できます。実行中のジョブを表示し
た場合、終了時刻、処理済み行、ステータスなどのジョブプロパティが継続的に更新されます。
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[実行中のジョブ]ページでジョブを監視するには、次のいずれかのロールが必要です:
• Administrator
• Designer
• モニタ(M)
次の図は、［実行中のジョブ］ページを示しています。

組織で 200 以上のジョブが実行されている場合、ジョブは複数のページにわたって表示されます。
ジョブが完了したら、ジョブをドリルダウンしてジョブの詳細を表示することができます。ジョブをドリルダ
ウンするには、インスタンス名をクリックします。

マイジョブの監視
ジョブを開始したサービス内で、［マイジョブ］ページで開始したジョブを監視できます。[マイジョブ]ページ
には現在実行中のジョブと完了したジョブが一覧表示されます。

［マイジョブ］ページは、次のサービスで表示できます。
• データ統合
• データプロファイリング
• 一括取り込み

マイジョブの監視       11



次の図に、データ統合の［マイジョブ］ページを示します。

1. このページの情報が最新であるか、更新が必要であるかを示すステータスメッセージ。
2.［更新］アイコン
[マイジョブ]ページには過去 3 日間に実行したジョブと 3 日以上前に実行された最近 1000 個のジョブが一覧
表示されます。
このページの情報を最新の状態に保つため、モニタは Informatica Intelligent Cloud Services リポジトリを 5
秒ごとにポーリングします。情報はジョブのステータスが変化したり、ユーザーがジョブを開始したりした際
に最新ではなくなります。
ページの上部にあるステータスメッセージはこのページの情報が最新であるかどうかを示しています。情報が
古くなると、「使用可能な更新」というステータスメッセージが表示されます。ページを更新するには、[使用
可能な更新]メッセージまたは[更新]アイコンをクリックします。
ジョブが完了したら、ジョブをドリルダウンしてジョブの詳細を表示することができます。ジョブをドリルダ
ウンするには、インスタンス名をクリックします。

監視サブタスク
サブタスクを含むタスクインスタンスを監視する場合は、サブタスクを監視することもできます。サブタスク
またはサブタスクフローを含むタスクフローインスタンスを監視する場合、サブタスクとサブタスクフローを
監視することもできます。モニタの［すべてのジョブ］もしくは［実行中のジョブ］ページから、またはジョ
ブを開始したサービスの［マイジョブ］ページからサブタスクとサブタスクフローを監視できます。
サブタスクまたはサブタスクフローを監視するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジ
ョブ］ページを開き、［サブタスク］列でサブタスクの数をクリックします。非リニアタスクフローについて
は、[処理済み行]列の[サブタスクの表示]をクリックすることもできます。
次のタイプのアセットにはサブタスクがあります。
• 詳細モードのマッピング
• レプリケーションタスク
• 詳細タスクフロー
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• リニアタスクフロー
• Azure のデータ同期タスク
• データプロファイリングタスク
• 動的マッピングタスク
• ファイルリスナ
• ファイル取り込みタスク
次の図は、リニアタスクフローのサブタスクを表示するときの、データ統合の［マイジョブ］ページを示して
います。

1. サブタスクビューを閉じるにはサービス名をクリックします。
サブタスクビューを閉じて［マイジョブ］ページに戻るには、ページの上部にあるメニューのサービス名をク
リックします。例えば、リニアタスクフローのサブタスクビューを閉じるには、ページの上部の親タスクまた
はタスクフローインスタンス名の左側にあるメニューの［データ統合］をクリックします。

監視サブタスク       13



ジョブのプロパティ
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］ページは名前、開始時刻、ステータスなどのジョブのプ

ロパティを表示します。カラムの見出し領域を右クリックすると、特定のプロパティの表示と非表示を切り替
えることができます。
次の図は、データ統合の［すべてのジョブ］ページでマッピング、タスク、およびタスクフローインスタンス
に対して表示されるデフォルトプロパティを示しています。

各 Informatica Intelligent Cloud Services ジョブには、<asset name>-<instance number>という名前が付けられ
ます。例えば、最初にマッピング m_LoadCustOrders を実行すると、ジョブは m_LoadCustOrders-1 という
名前になります。2 回目のマッピングを実行すると、ジョブは m_LoadCustOrders-2 という名前になります。
デフォルトでは、各ジョブに対して次のプロパティが表示されます。

プロパテ
ィ

説明

インスタ
ンス名

ジョブの名前を次の形式で指定します。
<asset name>-<instance number>
完了したジョブと失敗したジョブについては、インスタンス名をクリックすることでジョブに
関する詳細情報を表示できます。

場所 アセットが存在するプロジェクトおよびフォルダパス。
サブタス
ク

サブタスクの数が表示されます（該当する場合）。サブタスクのジョブプロパティを表示する
には、この列のエントリをクリックします。

開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。実行中のジョブには適用されません。
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プロパテ
ィ

説明

処理済み
の行数

ジョブがこれまでに処理した行の合計数。この値には、ターゲットに正常に書き込まれた行の
数、ならびにタスクのソース、ターゲット、トランスフォーメーションごとのエラー行の数が
含まれます。
表示しているジョブが非線形タスクフローインスタンスである場合、このフィールドに［サブ
タスクの表示］が表示されます。［サブタスクの表示］をクリックして、タスクフローのサブ
タスクとサブタスクフローを監視します。タスクフローにネストされたサブタスクとサブタス
クフローが含まれている場合、このフィールドには［サブタスクの表示］が表示され、ネスト
されたサブタスクとサブタスクフローが表示されます。
詳細クラスタサブタスクには適用されません。

ステータ
ス

ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- キューに格納。ジョブは Secure Agent でキューに追加されますが、開始されることはあり

ません。レプリケーションタスクおよびタスクフローインスタンスのサブタスクに適用され
ます。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 停止。親ジョブは実行を停止しているため、サブタスクを開始できません。レプリケーショ

ンタスクインスタンスのサブタスクに適用されます。
- 停止中。ジョブは停止です。クリーンに停止されたタスクに適用されます。
- 一時停止中。ジョブは一時停止されています。タスクフローインスタンスに適用されます。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。マッピングおよびタスクインスタンスに適用されま

す。
- 強制終了。ジョブは強制終了されました。ファイル取り込みタスクインスタンスに適用され

ます。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
ヒント: ジョブのステータスが失敗の場合、ジョブのステータスの上にカーソルを置くと、エ
ラーメッセージを表示およびコピーできます。

列見出し領域を右クリックして、次の追加のプロパティを表示することもできます。

プロパティ 説明
アセット名 ジョブに関連付けられているアセットの名前。例えば、ジョブがマッピングインスタ

ンスの場合、この列には関連付けられているマッピングの名前が表示されます。
アセットタイプ ジョブに関連付けられているアセットのタイプ。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。ファイル取り込みタスクまたは詳細クラス

タサブタスクには適用されません。
失敗した行 ターゲットに書き込まれなかった行の合計数。ファイル取り込みタスクまたは詳細ク

ラスタサブタスクには適用されません。
開始するユーザー
名

ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。

エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。
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ジョブページのカスタマイズ
[すべてのジョブ]、[実行中のジョブ]、および[マイジョブ]ページで表示するプロパティを選択できます。ジョ
ブのソートやフィルタ処理、ジョブに関する詳細情報を表示するためのジョブのドリルダウン、およびサブタ
スクのプロパティの表示を行うこともできます。
次の図は、［すべてのジョブ］ページにデフォルトで表示されるプロパティを示しています。

1. 列見出し領域。列を追加または削除するには、この領域を右クリックします。
2. ソートアイコン
3. フィルタアイコン
4.［検索］フィールド
ジョブページは、次の方法でカスタマイズできます。
ジョブのプロパティを表示、非表示、または再配置します。

特定のプロパティを表示または非表示にするには、列見出し領域を右クリックし、プロパティをチェック
またはオフにします。
列を再配置するには、列見出しをクリックし、別の場所にドラッグします。

ジョブをソートします。
表示されたジョブをソートするには、ソート基準とするプロパティの列見出しをクリックします。例えば、
最後に完了したジョブが先頭になるように一覧表示するには、［終了時刻］列をクリックします。列見出し
の矢印は、昇順または降順のいずれかのソート順序を示します。ソート順序を逆転させるには、列見出し
をもう一度クリックします。
また、［ソート］アイコンをクリックして列名を選択することで、ジョブをソートすることもできます。

ジョブを検索します。
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］で特定のジョブを検索するには、検索フィールド

を使用します。検索フィールドにジョブ名またはエラーメッセージ全体を入力するか、これらの一部を入
力することでジョブを検索できます。
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ジョブのフィルタ。
[すべてのジョブ]および[マイジョブ]ページに表示されるジョブをフィルタ処理するには、［フィルタ］ア
イコンをクリックします。フィルタを使用して特定のジョブを見つけます。フィルタにはキーワードおよ
び部分文字列を指定できます。
フィルタを指定するには、［フィールドの追加］をクリックし、フィルタ対象のプロパティを選択し、プロ
パティ値を入力します。例えば、文字列「Sales」を含む名前をもつジョブを検索するには、フィルタフィ
ールドとして[アセット名]を選択し、値に「Sales」と入力します。または、文字列「Hosted Agent」を
含むエラーが発生したジョブを検索するには、フィルタフィールドとして[エラーメッセージ]を選択し、
値に「Hosted Agent」と入力します。
複数のフィルタを指定できます。例えば、データ統合の失敗したマッピングを検索するには、次のフィル
タフィールドと値を選択します。
• アセットタイプ: マッピング
• ステータス: 失敗
次の図は、フィルタが適用された［すべてのジョブ］ページを示しています。

1. 適用したフィルタ
2.［フィルタを削除］アイコン
適用されているすべてのフィルタを削除するには、［フィルタを削除］アイコンをクリックします。

特定のジョブの詳細の表示
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページでジョブをドリルダウンして、ジョブに

関する詳細情報を表示出来ます。
特定のジョブの詳細をドリルダウンし、表示するには、ジョブ名をクリックします。
サブタスクを含むジョブの詳細を表示するには、サブタスクビューを開き、サブタスク名をクリックします。
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次の図はドリルダウンした後のリニアタスクフローインスタンスの詳細を示しています:

ジョブに対して表示される詳細はジョブタイプによって異なります。
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第  2  章

データ統合ジョブの監視
実行中または実行されたデータ統合ジョブを監視できます。ジョブは、マッピング、タスク、またはタスクフ
ローのインスタンスです。マッピング、タスク、またはタスクフローを開始するたびに、データ統合によって
実行するジョブが作成されます。
次のデータ統合ジョブのタイプを監視できます。
• マッピング
• データプレビュージョブのマッピング
• マッピングタスク
• エラスティックマッピング
• 動的マッピングタスク
• 同期タスク
• データ転送タスク
• マスキングタスク
• レプリケーションタスク
• ファイル取り込みタスク
• PowerCenter タスク
• リニアタスクフロー
• 詳細タスクフロー
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マッピングとマッピングタスクの監視
特定のマッピングインスタンス、タスクインスタンス、またはマッピングデータプレビュージョブに関する詳
細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、[実行中のジョブ]、または［マイジョブ］ページでジョブ名をク
リックします。
次の図は、マッピングタスクの［ジョブの詳細］を示しています。

各パネルにさまざまな詳細が表示されますが、実行するタスクの種類により詳細は異なります。

ジョブのプロパティ
各マッピングインスタンス、タスクインスタンス、またはマッピングデータプレビュージョブのジョブプロパ
ティには、インスタンスに関する一般的なプロパティが表示されます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、このフ

ィールドには「3」と表示されます。
タスクタイプ タスクタイプ、例えばマッピングタスク。
開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
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プロパティ 説明
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。

ジョブの結果
各マッピングインスタンス、タスクインスタンス、またはマッピングデータプレビュージョブのジョブの結果
には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
セッションロ
グ

セッションログファイルをダウンロードできます。デフォルトでは、Informatica 
Intelligent Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行
でログを上書きします。 10 回を超える実行のセッションログを保持する場合、タスクウ
ィザードで［ログファイルの最大数］プロパティを設定できます。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。
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個々のソースおよびターゲットの結果
詳細モードのマッピングに適用されないマッピングタスクインスタンスとマッピングデータプレビュージョブ
の個々のソースとターゲットの結果が表示されます。個々のソースおよびターゲットの結果には、個々のソー
スおよびターゲットの詳細が表示されます。
個々のソースおよびターゲットの詳細には、各ソースおよびターゲットの次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 ソーストランスフォーメーションの名前、またはターゲットトランスフォーメーショ

ンとターゲットオブジェクトの名前。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総

数。
エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。
アクション ジョブに関して行えるアクション。

タスクに実行時にオーバーランした接続パラメータまたはオブジェクトパラメータが含まれる場合、タスクの
完了後、ジョブの詳細にパラメータファイルの場所および各パラメータの値が表示されます。
タスクに入出力パラメータが含まれる場合、タスクが完了した後にジョブ詳細には各パラメータの値が表示さ
れます。
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詳細モードでのマッピングとタスクの監視
マッピングインスタンス、タスクインスタンス、データプレビュージョブなど、詳細モードのマッピングに関
する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページでジョブ
名をクリックします。
次の図は、詳細モードのマッピングに関するジョブの詳細を示しています。

ジョブのプロパティ
ジョブのプロパティには、各マッピングインスタンス、タスクインスタンス、または詳細モードのデータプレ
ビュージョブのインスタンスに関する一般的なプロパティが表示されます。
以下の表に、ジョブのプロパティを示します。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、このフ

ィールドには「3」と表示されます。
タスクタイプ マッピング（詳細モード）などのタスクタイプ。
開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
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ジョブの結果
ジョブの結果には、ジョブのステータス、セッションログへのダウンロードリンク、および各マッピングイン
スタンス、タスクインスタンス、または詳細モードのデータプレビュージョブのエラーメッセージが表示され
ます。
次の表に、ジョブの結果を示します。

プロパテ
ィ

説明

ステータ
ス

ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

セッショ
ンログ

セッションログファイルをダウンロードできます。デフォルトでは、Informatica Intelligent 
Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行でログを上書き
します。 10 回を超える実行のセッションログを保持する場合、タスクウィザードで［ログフ
ァイルの最大数］プロパティを設定できます。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

エラーメ
ッセージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

個々のジョブの結果
個々のジョブの結果には、詳細モードでマッピングを処理するサブタスクの結果が表示されます。
各サブタスクは、データ統合サーバーまたは詳細クラスタで実行されます。
• データ統合サーバー。 データ統合サーバーのサブタスクを展開して、ソースとターゲットの結果を表示で

きます。
• 詳細クラスタ。 詳細クラスタサブタスクをドリルダウンできます。詳細については、「詳細クラスタのサブ

タスクの監視」  (ページ 26)を参照してください。
個々のジョブ結果の各行にカーソルを合わせて、データ統合サーバーサブタスクの詳細なログをダウンロード
したり、詳細クラスタサブタスクのエージェントログやドライバログをダウンロードできます。
次の表に、個々のジョブの結果を示します。

プロパテ
ィ

説明

名前 サブタスクの名前。
ランタイム データ統合がサブタスクを実行するために選択したランタイムプランに対応します。
開始時刻 サブタスクが開始された日時。
終了時刻 サブタスクが完了または停止した日時。
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プロパテ
ィ

説明

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
サブタスクの各ソースとターゲットに対して、このフィールドはソースからの読み取りに成
功した行の数とターゲットへの書き込みに成功した行の数を表示します。

エラー行 ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
サブタスクの各ソースとターゲットに対して、このフィールドはソースからの読み取りが行
われなかった行の数とターゲットへの書き込みが行われなかった行の数を表示します。

エラーメッ
セージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（存在する場合）。

ステータス サブタスクのステータス。サブタスクのステータスは、以下のいずれかになります。
- ［キューに格納］。ジョブは Secure Agent でキューに追加されますが、開始されることはあ

りません。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 停止。親ジョブは実行を停止しているため、サブタスクを開始できません。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

再処理ジョブの詳細
増分ロードされたソースファイルを再処理するジョブを実行すると、再処理ジョブに関する詳細を表示できま
す。
ジョブが設定されているソースディレクトリの新規ファイルと変更済みファイルの検索に使用する時間範囲の
開始時間と終了時間を表示できます。開始時間は、詳細オプションで構成した時間です。時間間隔で再処理を
構成する場合、終了時間は詳細オプションで構成した時間です。それ以外の場合は、ジョブが実行される時間
によって終了時間が決まります。
次の画像は、再処理ジョブの監視詳細の例を示しています。 

注: 増分ロードされたソースファイルを再処理したジョブを再開すると、新しいジョブは、詳細オプションなし
で通常のジョブとして実行されます。

増分ファイルロードの詳細
ファイルを増分ロードするようにソースを設定すると、ファイルのロードに関する詳細を表示できます。
ジョブがディレクトリ内の新規ファイルと変更済みファイルの検索に使用する時間範囲の開始時間と終了時間
を表示できます。
ロード開始時間は、前のジョブのロード終了時間から派生します。ジョブを初めて実行する場合、またはマッ
ピングタスクで前回ロード時間をリセットする場合は、ロード開始時間は適用されません。
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ジョブは、その秒の後の最大 999 ミリ秒を含むロード終了時間までに変更されたすべてのファイルを処理しま
す。例えば、ジョブのロード終了時間が 2019 年 8 月 28 日 2:15:22 p.m.と表示された場合、ジョブは 2019 年
8 月 28 日 2:15:22.999 p.m.までに変更されたすべてのファイルを処理します。

詳細クラスタのサブタスクの監視
詳細クラスタで実行されるサブタスクに関する詳細情報を表示するには、詳細モードのマッピングの個々のジ
ョブ結果からサブタスクに移動します。
注: ジョブの実行中に、詳細クラスタで実行されるサブタスクを監視するとき、ジョブのプロパティ、ジョブの
結果、および Spark タスクの詳細に対する更新を表示するには、ページを更新する必要があります。

ジョブのプロパティ
詳細クラスタで実行される各サブタスクのジョブのプロパティは、インスタンスに関する一般的なプロパティ
を表示します。
次の表に、詳細クラスタで実行されるサブタスクのジョブのプロパティを示します。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、この場合はマッピングタスク。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
詳細設定 詳細クラスタの作成に使用された詳細設定。
クラスタ ジョブが実行される詳細クラスタ。

クラスタ名をクリックして、クラスタの監視の詳細に直接移動できます。
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ジョブの結果
詳細クラスタで実行される各サブタスクのジョブ結果には、ジョブのステータス、Spark 実行プランのダウン
ロードリンク、およびエラーメッセージ（ある場合）が表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパテ
ィ

説明

ステータ
ス

ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 失敗しました。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
ジョブを実行したときに詳細クラスタが実行されていない場合、ジョブはクラスタが開始され
るまで待機します。この間、ジョブのステータスは「開始中」です。
ジョブの実行中に Secure Agent で障害が発生した場合、ジョブのステータスは「実行中」と
いう表示のままになります。ジョブをキャンセルして、実行し直す必要があります。

実行プラ
ン

詳細クラスタがマッピングでデータロジックを実行するために使用するランタイム Scala コー
ドを示す Spark 実行プランをダウンロードできます。マッピングでスカラコードを使用して問
題をデバッグできます。

エラーメ
ッセージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

ジョブの結果（チューニング用）
詳細クラスタで実行されるマッピングタスクをチューニングする場合、ジョブの結果には、チューニングジョ
ブのステータスとサブタスクへのリンクが表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 停止。ジョブは停止されました。
- 失敗しました。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
SecureAgent がいずれかのサブタスクの実行中に失敗した場合、サブタスクとチューニン
グジョブのステータスは［実行中］と表示されます。チューニングジョブを停止し、マッ
ピングタスクの詳細から再度チューニングを設定する必要があります。

サブタスク チューニングジョブを構成するサブタスクの数。各サブタスクは、マッピングタスクの実
行を表します。
リンクが利用可能な場合は、リンクをクリックして各マッピングタスクを監視します。

要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。
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プロパティ 説明
使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

Spark タスクの詳細
詳細クラスタで実行されるサブタスクでは、マッピングは、データロジックを同時に処理する Spark タスクに
変換されます。［<Spark タスク名>タスクの結果］の下にリストされている各 Spark タスクの詳細を表示でき
ます。
次の表に、各 Spark タスクの詳細を示します。

プロパティ 説明
ステータス Spark タスクのステータス。Spark タスクのステータスは次のいずれかです。

- 実行中。タスクは実行中です。
- 成功しました。タスクが正常に完了しました。
- 失敗しました。エラーが発生したため、タスクは完了しませんでした。
- 停止。タスクは停止しました。
- 不明。タスクのステータスは不明です。
ジョブの実行中に Secure Agent で障害が発生した場合、Spark タスクのステー
タスは「実行中」という表示のままになります。ジョブをキャンセルして、実
行し直す必要があります。

開始時刻 Spark タスクの開始日時。
終了時刻 Spark タスクの終了日時。
継続時間 Spark タスクが実行された時間。
Executor あたりのメモ
リ

各 Spark Executor が使用するメモリの量。

Executor あたりのコア
数

各 Spark Executor が使用するコアの数。

ドライバおよびエージ
ェントジョブログ

［ダウンロード］を選択して、Spark ドライバとエージェントジョブログをダウ
ンロードします。

詳細ログの場所 詳細クラスタについて、詳細設定で設定されているログの場所。詳細ログの場
所に移動して、エージェントジョブログ、Spark ドライバログ、および Spark 
Executor ログを表示およびダウンロードできます。
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それぞれの Spark タスクは Spark ジョブに変換され、さらにステージに分割されます。Spark ジョブおよびス
テージごとに次の詳細を表示できます。

プロパティ 説明
ジョブ名 Spark ジョブまたはステージの名前。
開始時刻 Spark ジョブまたはステージが開始された日時。強制終了されたタスクの開始時間は

「NA」となる可能性があります。
終了時刻 Spark ジョブまたはステージが終了した日時。強制終了されたタスクの終了時間は

「NA」となる可能性があります。
継続時間 Spark ジョブまたはステージが実行された時間。
タスクの合計 Spark ジョブまたはステージが試行したタスクの数。
成功したタスク Spark ジョブまたはステージが正常に完了したタスクの数。
失敗したタスク Spark ジョブまたはステージが完了できなかったタスクの数。
実行中のタスク Spark ジョブまたはステージが現在実行しているタスクの数。
入力サイズ/レコ
ード数

Spark ジョブまたはステージによって入力されたファイルのサイズとレコードの数。

出力サイズ/レコ
ード数

Spark ジョブまたはステージによって出力されたファイルのサイズとレコードの数。

ステータス Spark ジョブまたはステージのステータス。ステータスは、次のいずれかの値になりま
す。
- 実行中。ジョブまたはステージが実行中。
- 成功。ジョブまたはステージが正常に完了。
- 失敗しました。エラーが発生したため、ジョブまたはステージは完了しませんでし

た。
- 強制終了。ユーザーがマッピングタスクを強制終了したため、ジョブまたはステー

ジは完了しませんでした。
注: マッピングタスクを強制終了した後に、Monitor サービスにステータスが強制終了
と表示されるまでに多少の遅延時間が発生する場合があります。
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コードタスクの監視
特定のコードタスクに関する詳細情報を表示するには、［マイジョブ］、［すべてのジョブ］、または［実行中の
ジョブ］ページでインスタンス名をクリックします。

ジョブのプロパティ
各コードタスクインスタンスのジョブのプロパティでは、タスクの全般プロパティが表示されます。
次の表に、コードタスクのジョブのプロパティを示します。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、この場合はコードタスク。
CodeTask ID コードタスクの一意の識別子。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
詳細設定 詳細設定エラスティッククラスタ詳細クラスタ。
クラスタ 詳細クラスタエラスティックジョブ詳細ジョブ。

クラスタ名をクリックして、クラスタの監視の詳細に直接移動できます。
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ジョブの結果
各コードタスクインスタンスのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示され
ます。
次の表に、コードタスクのジョブの結果を示します。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 失敗しました。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

セッションロ
グ

セッションログファイルをダウンロードできます。デフォルトでは、Informatica 
Intelligent Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行
でログを上書きします。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

コードタスク API 実行パラメータ
コードタスクインスタンスごとの実行パラメータは、タスクで使用される API パラメータを表示します。
次の表に、コードタスクの実行パラメータを示します。

プロパティ 必須/オプ
ション

説明

コードタスクのタイムアウ
トをオーバーライド

オプション この実行のコードタスクタイムアウト値をオーバーライドし
ます。値-1 は、タイムアウトがないことを意味します。

ログレベル オプション セッションログ、エージェントジョブログ、Spark ドライ
バ、およびエグゼキューターログのログレベル。有効な値
は、none、terse、normal、verboseInitialization、または
verboseData です。
デフォルト値は［通常］です。
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次の表に、コードタスクの Spark プロパティを示します。

プロパティ 必須/オプ
ション

説明

Main クラス 必須 Spark アプリケーションのエントリポイント。以下に例を示
します。
org.apache.spark.examples.company.SparkExampleApp

Main クラスの引数 オプション Spark アプリケーションの Main クラスに送信される順序付
けされた引数。以下に例を示します。
--appTypeSPARK_PI_FILES_JARS--
classesToLoadcom.company.test.SparkTest1Class

プライマリリソース 必須 コードタスクが含まれている Scala JAR ファイル。
JAR ファイルパス オプション クラスタにアップロードされ、Spark ドライバとエグゼキュ

ータークラスパスに追加される JAR ファイルのディレクトリ
とファイル名。

Spark ファイルパス オプション クラスタにアップロードされ、現在の作業ディレクトリで利
用できる Spark ファイルのディレクトリとファイル名。

カスタムプロパティ オプション データ統合が使用する Spark プロパティまたはその他のカス
タムプロパティ。

Spark アプリケーションタスクの詳細
各コードタスクの Spark アプリケーションタスクの詳細は、［Spark アプリケーションタスクの結果］の下に
表示されます。
各 Spark アプリケーションタスクには次の詳細が含まれます。

プロパティ 説明
ステータス Spark タスクのステータス。Spark タスクのステータスは次のいずれかです。

- 実行中。タスクは実行中です。
- 成功。タスクが正常に完了しました。
- 失敗しました。エラーが発生したため、タスクは完了しませんでした。
- 停止。タスクは停止しました。
- 不明。タスクのステータスは不明です。
ジョブの実行中に Secure Agent で障害が発生した場合、Spark タスクのステー
タスは「実行中」という表示のままになります。ジョブをキャンセルして、実
行し直す必要があります。

開始時刻 Spark タスクの開始日時。
終了時刻 Spark タスクの終了日時。
継続時間 Spark タスクが実行された時間。
Executor あたりのメモ
リ

各 Spark Executor が使用するメモリの量。
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プロパティ 説明
Executor あたりのコア
数

各 Spark Executor が使用するコアの数。

ドライバおよびエージェ
ントジョブログ

［ダウンロード］を選択して、Spark ドライバとエージェントジョブログをダウ
ンロードします。

詳細ログの場所 詳細クラスタについて、詳細設定で設定されているログの場所。詳細ログの場
所に移動して、エージェントジョブログ、Spark ドライバログ、および Spark 
Executor ログを表示およびダウンロードできます。

エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（存在する場合）。

それぞれの Spark アプリケーションタスクは Spark ジョブに変換され、さらにステージに分割されます。
Spark ジョブおよびステージごとに次の詳細を表示できます。

プロパティ 説明
ジョブ名 Spark ジョブまたはステージの名前。
継続時間 Spark ジョブまたはステージが実行された時間。
タスクの合計 Spark ジョブまたはステージが試行したタスクの数。
失敗したタスク Spark ジョブまたはステージが完了できなかったタスクの数。
入力サイズ/レコ
ード数

Spark ジョブまたはステージによって入力されたファイルのサイズとレコードの数。

出力サイズ/レコ
ード数

Spark ジョブまたはステージによって出力されたファイルのサイズとレコードの数。

ステータス Spark ジョブまたはステージのステータス。ステータスは、次のいずれかの値になり
ます。
- 実行中。ジョブまたはステージが実行中。
- 成功。ジョブまたはステージが正常に完了。
- 失敗しました。エラーが発生したため、ジョブまたはステージは完了しませんでし

た。
- 強制終了。ユーザーがコードタスクを強制終了したため、ジョブまたはステージは

完了しませんでした。
注: コードタスクを強制終了した後に、Monitor サービスにステータスが［強制終了］
と表示されるまでに多少の遅延時間が発生する場合があります。

動的マッピングタスクの監視
特定の動的マッピングタスクに関する詳細情報を表示するには、［マイジョブ］、［すべてのジョブ］、または

［実行中のジョブ］ページでインスタンス名をクリックします。
完了したタスクの詳細を表示する際、タスクの実行を最初から再開できます。タスク内の 1 つ以上のジョブが
失敗した場合は、タスクの実行を再開できます。動的マッピングタスクを再開する際は、データ統合により、
前回の実行時に失敗した、またはスキップされたジョブが再実行されます。警告によりタスクの実行が停止し、
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警告の発生時に停止するようタスクが設定されている場合、データ統合は、警告付きで完了したジョブも再実
行します。
動的マッピングタスクの再起動または再開は、［マイジョブ］、［すべてのジョブ］、または［実行中のジョブ］
ページからも実行できます。

ジョブのプロパティ
それぞれの動的マッピングタスクのジョブプロパティには、タスクに関する一般的なプロパティが含まれてい
ます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 4 番目の実行を見ている場合、このフ

ィールドには「4」と表示されます。
タスクタイプ タスクタイプ（動的マッピングタスクなど）。
開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。

ジョブの結果
それぞれの動的マッピングタスクのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示
されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。。
エラー行 ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
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個々のジョブの結果
個々のジョブの結果には、動的マッピングタスクインスタンス内のジョブの結果と、個々のソースおよびター
ゲットの詳細が表示されます。
それぞれのジョブに対して、ジョブ詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 ジョブ、ソーストランスフォーメーション、またはターゲットオブジェクトの名前。
グループ 動的マッピングタスクでジョブが割り当てられているグループ。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー行 ターゲットに書き込まれなかった行の数。
エラーメッセージ ジョブに関連付けられたエラーメッセージ（存在する場合）。
ステータス ジョブステータス。

［マイジョブ］ページ、［すべてのジョブ］ページ、または［実行中のジョブ］ページから、動的マッピングタ
スクで個々のジョブを再開できます。特定のジョブを再開するには、ジョブを含む行で［再開］をクリックし
ます。
各ジョブの詳細情報を表示するには、ジョブ名をクリックします。

同期タスクの監視
特定の同期タスクインスタンスに関する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、ま
たは［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックします。

ジョブのプロパティ
各同期タスクのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示されます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、このインスタンスでは同期タスク。
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プロパティ 説明
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。

ジョブの結果
各同期タスクのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
セッションロ
グ

セッションログファイルをダウンロードできます。 デフォルトでは、Informatica 
Intelligent Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行
でログを上書きします。 10 回を超える実行のセッションログを保持する場合、タスクウ
ィザードで［ログファイルの最大数］プロパティを設定できます。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

エラー行ファ
イル

エラー行があるインスタンスのエラー行ファイルをプレビューできます。［エラー行ファ
イルのプレビュー］をクリックして、最初の 25 のエラー行と最初の 50 列を CSV ファイル
としてダウンロードします。

要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。
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プロパティ 説明
使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

データ転送タスクの監視
特定のデータ転送タスクに関する詳細情報を表示するには、［マイジョブ］、［すべてのジョブ］、または［実行
中のジョブ］ページでインスタンス名をクリックします。

ジョブのプロパティ
それぞれのデータ転送タスクのジョブプロパティには、タスクに関する一般的なプロパティが含まれています。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ タスクタイプ（データ転送タスクなど）。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。
コンテキスト名 ジョブに関連付けられているタスクの名前。
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ジョブの結果
それぞれのデータ転送タスクのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示され
ます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパテ
ィ

説明

ステータ
ス

ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した
行

ターゲットに正常に書き込まれた行の数。

エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
セッショ
ンログ

セッションログファイルをダウンロードできます。デフォルトでは、Informatica Intelligent 
Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行でログを上書き
します。10 回を超える実行のセッションログを保持する場合、タスクウィザードで［ログフ
ァイルの最大数］プロパティを設定できます。

個々のソースおよびターゲットの結果
個々のソースおよびターゲットの結果には、個々のソースおよびターゲットの詳細が表示されます。
個々のソースおよびターゲットの詳細には、各ソースおよびターゲットの次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 ソースまたはターゲットオブジェクトの名前。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行またはターゲットエラー行の総数。
エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（存在する場合）。
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マスキングタスクの監視
特定のマスキングタスクインスタンスに関する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョ
ブ］、または［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックします。

ジョブのプロパティ
各マスキングタスクインスタンスのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示されます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、このインスタンスではマスキングタスク。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。

ジョブの結果
各マスキングタスクインスタンスのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示
されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。

マスキングタスクの監視       39



プロパティ 説明
エラー行ファ
イル

エラー行ファイルをプレビューできます。［エラー行ファイルのプレビュー］をクリック
して、最初の 25 のエラー行と最初の 50 列を CSV ファイルとしてダウンロードします。

サブセット行 ターゲットにロードされたデータサブセット行の数。
セッションロ
グ

セッションログファイルをダウンロードできます。 デフォルトでは、Informatica 
Intelligent Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行
でログを上書きします。 早期の実行のセッションログが必要な場合は、セッションログ
ファイルを保持するディレクトリのバックアップを取ります。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

アクティビティログの詳細
アクティビティログには、個々のサブタスクの結果が表示されます。
アクティビティログの詳細には、各サブタスクの次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 サブタスクの名前
終了時刻 サブタスクが完了した日時。サブタスクのセッションログをダウンロードする事も出

来ます。
ステータス サブタスクのステータス。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー行 ターゲットに書き込まれなかった行の合計数。
エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。
推奨事項 ジョブに関して行える推奨アクション。
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レプリケーションタスクの監視
特定のレプリケーションタスクインスタンスに関する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中の
ジョブ］、または［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックします。

ジョブのプロパティ
各レプリケーションタスクのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示されます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、このインスタンスではレプリケーションタスク。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。

ジョブの結果
各レプリケーションタスクのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表示されま
す。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- ［キューに格納］。ジョブは Secure Agent でキューに追加されますが、開始されるこ
とはありません。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 停止。親ジョブは実行を停止しているため、サブタスクを開始できません。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
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プロパティ 説明
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総

数。
要求された 1 時
間あたりのコン
ピューティング
ユニット

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティ
ングユニット数を表示できます。

使用されたコン
ピューティング
ユニットの合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティ
ングユニット数を表示できます。

エラーメッセー
ジ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

個々のオブジェクトの結果
個々のオブジェクトの結果は個々のターゲットオブジェクトの結果を表示します。個々のサブタスクのセッシ
ョンログもダウンロードできます。
ジョブの詳細には、ターゲットオブジェクトごとの次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
オブジェクト名 ターゲットオブジェクトの名前。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
ステータス ジョブのステータス（実行中、成功、警告、失敗のいずれか）。
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総

数。
エラーメッセージ ターゲットへの書き込み中に検出されたエラー（ある場合）。
推奨事項 エラーに対する推奨アクション。

PowerCenter タスクの監視
特定の PowerCenter タスクに関する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、また
は［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックします。
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ジョブのプロパティ
各 PowerCenter タスクインスタンスのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示され
ます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 タスクの名前。
インスタンス ID タスクのインスタンス番号。例えば、タスクの 3 番目の実行を見ている場合、この

フィールドには「3」と表示されます。 
タスクタイプ 、このインスタンスでは PowerCenter。
開始したユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。

ジョブの結果
各 PowerCenter タスクインスタンスのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が
表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
セッションロ
グ

セッションログファイルをダウンロードできます。 デフォルトでは、Informatica 
Intelligent Cloud Services は、10 回の実行のセッションログを格納してから、最新の実行
でログを上書きします。 早期の実行のセッションログが必要な場合は、セッションログ
ファイルを保持するディレクトリのバックアップを取ります。
セッションログファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs
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プロパティ 説明
要求された 1
時間あたりの
コンピューテ
ィングユニッ
ト

1 時間あたりのタスクが要求したサーバーレスコンピューティングユニット数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、要求されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

使用されたコ
ンピューティ
ングユニット
の合計

タスクが使用したサーバーレスコンピューティングユニットの合計数。
タスクがサーバーレスランタイム環境で実行される場合、使用されたコンピューティング
ユニット数を表示できます。

エラーメッセ
ージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。
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タスクフローの監視
タスクフローインスタンスに関する詳細情報を表示するには、［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックしま
す。
次の図は、タスクフローインスタンスの［ジョブの詳細］を示しています。

1. ログパネル。タスクフローが実行したアクティビティの時系列リスト。
2. デザインパネル。タスクフローのキャンバスビュー。
3.［プロパティ］パネル。キャンバス上で選択したタスクフロー要素のプロパティ。現在のタスクフローイ

ンスタンスに固有のプロパティを表示するには、開始ステップをクリックします。タスクに固有のプロ
パティを表示するには、データタスクステップをクリックします。

4. 変数。タスクフローインスタンスの実行に使用される入力変数と一時変数。変数とそれに関連付けられ
た値を更新するには、［変数］パネルの入力変数または一時変数の横にある［編集］アイコンをクリック
します。

開始ステップのプロパティ
開始ステップのプロパティには、タスクフローの現在の実行に関する情報が表示されます。
開始ステップをクリックすると、プロパティパネルに次の情報が表示されます。

プロパティ 説明
インスタンス
ID

現在のタスクフローインスタンスを識別する一意の番号。

状態 タスクフローインスタンスの状態。タスクフローは、実行中、失敗、成功、または中断状
態のいずれかになります。
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プロパティ 説明
開始時刻 タスクフローインスタンスが開始された日時。
終了時刻 タスクフローインスタンスが終了した日時。タスクフローが成功または失敗の状態である

場合は、終了時刻の値が表示されます。
期間 タスクフローインスタンスが完了するまでに実行された時間。タスクフローが成功または

失敗の状態である場合は、期間値が表示されます。
ユーザー名 タスクフローのこのインスタンスを実行したユーザーの名前。
ランタイム環
境

タスクフローが実行されたランタイム環境。タスクフローは、クラウド環境でのみ実行で
きます。

データタスクのプロパティ
データタスクステップのプロパティは、タスクフローのデータタスクの現在の実行に関する詳細を表示します。
データタスクをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパ
ティ

説明

現在の
実行

次のプロパティが表示されます。
- ステータス。データ統合タスクのステータスを示します。データ統合タスクは、0（フォール

ト）、1（成功）、または 2（警告）のいずれかの状態になります。
- エラー。データ統合タスクが［0（フォールト）］または［2（警告）］状態の場合、エラーメッ

セージがここに表示されます。
- 開始日。データ統合タスクが開始された日時。
- 終了日。データ統合タスクが終了した日時、または中断された日時。
- 期間。データ統合タスクの、完了前または中断前の実行時間。
- 開始したユーザー。データ統合タスクを呼び出したタスクフローの名前。
- ユーザー名。タスクフローのこのインスタンスを実行したユーザーの名前。

全般 データタスクステップの名前とタイプ。
データ
タスク

次のプロパティが表示されます。
- 名前。データ統合タスクの名前。
- タイプ。データ統合タスクがデータ転送タスク、動的マッピングタスク、マッピングタスク、

PowerCenter タスク、または同期タスクかどうかを指定します。
入力フ
ィール
ド

データタスクステップに追加したデータ統合タスクに固有のプロパティ。
次のプロパティが表示されます。
- タスクが完了するまで待ちます。データタスクステップがデータ統合タスクの完了を待機する

かどうかを示します。この値は常に［はい］です。
- 最大待機。データタスクステップがデータ統合タスクの完了を待機する最大時間（秒単位）。こ

の値は常に 604800 秒（7 日）です。
- タスク名。データ統合タスクの名前。
- GUID。データ統合タスクの一意の識別番号。
- タスクタイプ。データ統合タスクがデータ転送タスク、動的マッピングタスク、マッピングタ

スク、PowerCenter タスク、または同期タスクかどうかを示します。
- 入出力パラメータの有無。データ統合タスクに入力パラメータと出力パラメータのどちらが含

まれているかを示します。
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プロパ
ティ

説明

出力フ
ィール
ド

データ統合タスクの状態が 1（成功）である場合は、出力フィールドのプロパティが表示されま
す。
完了したデータ統合タスクに固有のプロパティがここに表示されます。
注: データタスクが詳細モードのマッピングに基づいたマッピングタスクである場合、出力フィー
ルドのプロパティには成功したターゲット行とエラーターゲット行が含まれますが、成功したソ
ース行とエラーソース行は含まれません。

フォル
ト

データ統合タスクに障害が発生した場合は、次のプロパティが表示されます。
- コード。障害がエラーであるか、または警告であるかを示します。
- 理由。エラーまたはフォールトの原因を示します。
- 詳細。エラーまたはフォールトに関する詳細を示します。

データ統合タスクのステータスが 3（失敗）で、以下のいずれかの条件を満たしている場合は、
出力フィールドのプロパティが表示されます。
- ［エラー時］フィールドが［無視］または［カスタムエラー処理］に設定されている。
- ［タスクフローを完了時に終了］オプションが［このタスクが失敗した場合］に設定されてい

る。

通知タスクのプロパティ
通知タスクステップのプロパティは、タスクフローの通知タスクの現在の実行に関する詳細を表示します。
通知タスクをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパテ
ィ

説明

全般 通知タスクステップの名前。
詳細 通知タスクの次の入力フィールドを表示します。

- 電子メールの宛先電子メール通知の主な受信者。
- 電子メールの CC 電子メール通知のコピーが送信される必要のある受信者。
- 電子メールの件名電子メールを紹介する短くてわかりやすい件名。
- 電子メールのコンテンツタイプ電子メールのコンテンツで使用するフォーマットのタイプ。
- 電子メールの本文電子メールに含まれるコンテンツ。

コマンドタスクステップのプロパティ
コマンドタスクステップのプロパティは、タスクフローのコマンドタスクの現在の実行に関する詳細を表示し
ます。
タスクフローのコマンドタスクをクリックすると、［プロパティ］パネルに次のプロパティが表示されます。

プロパティ 説明
全般 コマンドタスクの名前が表示されます。
入力フィールド ランタイム環境の値、スクリプトファイル名、入力引数、およびコマンドタスク用に設

定した作業ディレクトリが表示されます。
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プロパティ 説明
出力フィールド 実行 ID の値、開始および終了時刻、終了コード、実行ステータス、および標準エラーが

表示されます。出力フィールドは、コマンドタスクが正常に実行される場合のみ表示さ
れます。

フォールト エラーコードおよびエラーの理由が表示されます。

コマンドタスクステップに複数のスクリプトファイルが含まれる場合は、［すべてのジョブ］、［実行中のジョ
ブ］、または［マイジョブ］ページから、タスクフローインスタンス内のすべてのスクリプトをコマンドタスク
のサブタスクとして表示できます。スクリプトが失敗した場合は、ログファイルをダウンロードして、スクリ
プト失敗の理由を探ることもできます。

File Watch タスクステッププロパティ
File Watch タスクステップのプロパティは、タスクフローの File Watch タスクの現在の実行に関する詳細を表
示します。
File Watch タスクステップをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパティ 説明
今回の実行 次の詳細を表示します。

- ステータス。File Watch タスクのステータス。
- 開始したユーザー。File Watch タスクを呼び出したタスクフローの名前。

全般 File Watch タスクステップの名前を表示します。
File Watch
タスク

File Watch タスクステップに含まれるファイルリスナの名前とタイプを表示します。
このタイプは常に MI_FILE_LISTENER に設定されます。

入力フィー
ルド

次の入力フィールドを表示します。
- タスクが完了するまで待ちます。File Watch タスクステップがファイルリスナの完了を待

機するかどうかを示します。この値は常に true に設定されます。
- 最大待機。File Watch タスクステップがファイルリスナの完了を待機する最大時間（秒単

位）。この値は常に 604800 秒（7 日）に設定されます。
- タスク名。ファイルリスナの名前。
- GUID。ファイルリスナの一意の識別番号。
- タスクタイプ。File Watch タスクステップに含まれるファイルリスナのタイプを示しま

す。この値は常に MI_FILE_LISTENER に設定されます。
- serviceProviderId。ファイルリスナのサービスプロバイダ ID。この値は常に filelistener に

設定されます。
- serviceProviderContextPath。ファイルリスナのサービスプロバイダコンテキストのパス。

この値は常に filelistener/に設定されます。

48       第 2 章: データ統合ジョブの監視



プロパティ 説明
出力フィー
ルド

File Watch タスクステップが正常に完了した場合、次の出力フィールドが表示されます。
- id。File Watch タスクステップ実行の ID。
- monitorJobId。Monitor サービスの［ファイル転送ログ］タブでファイルリスナのステー

タスを確認するために使用できるジョブ ID。
monitorJobId をファイルリスナ名に追加して、Monitor サービスの［ファイル転送ログ］
タブでインスタンス名を確認できるようにします。
例えば、monitorJobId が 7500 で、ファイルリスナの名前が FL_Arrive の場合、Monitor
サービスの［ファイル転送ログ］タブで検索する必要があるインスタンス名は
FL_Arrive-7500 になります。

- notificationTime。File Watch タスクステップが完了したときのタイムスタンプ。タイム
スタンプには、日付と時刻が秒まで含まれます。

- status。File Watch タスクのステータス。この値は常に［完了］に設定されます。
- fileEvents。次の詳細を含めたファイルのリストを指定します。

- イベント ID 自動生成されたイベントの ID。
- イベントのタイプ。ファイルイベントの種類を示します。次の値のいずれかが表示され

ます。
- ARRIVED（到着済み）
- UPDATED（更新済み）
- DELETED（削除済み）

- ファイル最終変更日時。ファイルが最後に変更されたときのタイムスタンプ。タイムス
タンプには、日付と時刻が秒まで含まれます。

- ファイル名。イベントの一部として到着、更新、または削除されたファイルの名前。
- ファイルパス。ファイルの名前とファイルが存在するパス。
- ファイルサイズ。ファイルのサイズ（KB 単位）。

- タスク ID。この値は常に空白です。
- 実行 ID。このフィールドには monitorJobId フィールドと同じ値が含まれます。

フォールト File Watch タスクに障害が発生した場合は、次のプロパティが表示されます。
- コード。障害がエラーであるか、または警告であるかを示します。
- 理由。エラーまたは障害の原因。
- 詳細。エラーまたは障害に関する詳細。

File Watch タスクステップを監視するときは、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• ［すべてのジョブ］ページには、File Watch タスクがサブタスクとして表示されません。タスクフローに

File Watch タスクステップが含まれている場合、処理された行数は常に 0 として表示されます。
• File Watch タスクに障害が発生し、［エラー時］プロパティがタスクフローの一時停止に設定されている場

合、［プロパティ］パネルに情報は表示されません。
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取り込みタスクステップのプロパティ
取り込みタスクステップのプロパティは、タスクフローの取り込みタスクの現在の実行に関する詳細を表示し
ます。
取り込みタスクをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパ
ティ

説明

今回の
実行

次の詳細を表示します。
- ステータス。ファイル取り込みタスクのステータス。
- 開始日。ファイル取り込みタスクの開始日時。
- 終了日。ファイル取り込みタスクが終了した、または一時停止された日時。
- 期間。ファイル取り込みタスクが完了または一時停止される前に実行された時間（秒単位）。
- 開始したユーザー。ファイル取り込みタスクを呼び出したタスクフローの名前。

全般 取り込みタスクステップの名前を表示します。
取り込
みタス
ク

取り込みタスクステップに含まれている取り込みタスクの名前とタイプを表示します。
ファイル取り込みタスクの場合、このタイプは MI_TASK に設定されます。

入力フ
ィール
ド

次の入力フィールドを表示します。
- タスクが完了するまで待ちます。取り込みタスクステップがファイル取り込みタスクの完了を

待機するかどうかを示します。この値は常に true に設定されます。
- 最大待機。取り込みタスクステップがファイル取り込みタスクの完了を待機する最大時間（秒

単位）。この値は常に 604800 秒（7 日）に設定されます。
- タスク名。ファイル取り込みタスクの名前。
- GUID。ファイル取り込みタスクの一意の識別番号。
- タスクタイプ。取り込みタスクのステップに含まれるタスクのタイプを示します。ファイル取

り込みタスクの場合、この値は常に MI_TASK に設定されます。
- serviceProviderId。ファイル取り込みタスクのサービスプロバイダ ID。この値は常に

filelistener に設定されます。
- serviceProviderContextPath。ファイル取り込みタスクのサービスプロバイダコンテキストの

パス。この値は常に mitask/に設定されます。
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プロパ
ティ

説明

出力フ
ィール
ド

取り込みタスクステップが正常に完了した場合、次の出力フィールドが表示されます。
- endTime。ファイル取り込みタスクが完了した日時。
- failedFiles。ファイル取り込みタスクの実行で失敗したファイルの数。
- jobNumber。ファイル取り込みタスクの実行の ID。
- messageText。ジョブが正常に完了したかどうかを示します。この値は常に［ジョブが正常に

完了しました］に設定されます。
- startTime。ファイル取り込みタスクの開始日時。
- status。取り込みタスクのステップが完了したかどうかを示します。この値は常に［成功］に

設定されます。
- successFiles。ファイル取り込みタスクで正常に処理されたファイルの数。
- fileDetails。次の詳細を含むオブジェクトのリストを指定します。

- 期間。ファイル取り込みタスクが完了する前に実行された時間（秒単位）。
- 最終変更日時。ファイルが最後に変更された日時。
- パス。ファイルの名前とファイルが存在するパス。
- サイズ。ファイルのサイズ（KB 単位）。
- ステータス。ファイル転送のステータスを示します。この値は常に［成功］に設定されま

す。
- 転送方向。ファイルの転送方向を示します。次の値のいずれかが表示されます。

- DOWNLOAD。ファイルがソースからダウンロードされます。
- UPLOAD。ファイルがターゲットにアップロードされます。

フォー
ルト

取り込みタスクに障害が発生した場合は、次のプロパティが表示されます。
- コード。障害がエラーであるか、または警告であるかを示します。
- 理由。エラーまたは障害の原因。

取り込みタスクのステップを監視するときは、次のルールとガイドラインを考慮してください。
• ［すべてのジョブ］ページには、取り込みタスクがサブタスクとして表示されません。タスクフローに取り

込みタスクステップが含まれている場合、処理された行数は常に 0 として表示されます。
• 取り込みタスクに障害が発生し、［エラー時］プロパティがタスクフローの一時停止に設定されている場合、

［プロパティ］パネルに情報は表示されません。

サブタスクフローステップのプロパティ
サブタスクフローステップのプロパティには、サブタスクフローの現在の実行に関する詳細が表示されます。
サブタスクフローステップをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパテ
ィ

説明

入力フィー
ルド

設定した入力フィールドとそれに関連付けられた値を表示します。

フォールト サブタスクフローステップにフォールトが発生した場合は、次のプロパティが表示されます。
- コード。フォールトがエラーであるか、または警告であるかを示します。
- 理由。エラーまたはフォールトの原因を示します。
- 詳細。エラーまたはフォールトに関する詳細を示します。

出力フィー
ルド

サブタスクフローの出力フィールドと、関連する値を表示します。
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スローステップのプロパティ
スローステップのプロパティには、タスクフローまたはスローステップに関連付けられたステップの障害の詳
細が表示されます。
スローステップより前のステップまたはスローステップが関連付けられたステップに障害が発生した場合、［プ
ロパティ］パネルの［フォルト］フィールドに以下の詳細が表示されます。
• コード。障害コードを表示します。
• 理由。障害の原因を表示します。
• 詳細。障害の詳細を表示します。

終了ステッププロパティ
終了ステッププロパティには、タスクフローの現在の実行に関する詳細が表示されます。
終了ステップをクリックすると、［プロパティ］パネルに次の情報が表示されます。

プロパテ
ィ

説明

フォールト 終了ステップにフォールトが発生した場合は、次のプロパティが表示されます。
- コード。フォールトコードを表示します。サブタスクフローステップに関連付けられたサ

ブタスクフローが失敗したか実行されなかった場合、コードは
faultDueToNotRunOrFaulted に設定されます。

- 理由。エラーまたはフォールトの原因を示します。
- ソース。フォールトが発生したステップのパスを表示します
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リニアタスクフローの監視
リニアタスクフローインスタンスに関する詳細情報を表示するには、［すべてのジョブ］、[実行中のジョブ]、
または［マイジョブ］ページでジョブ名をクリックします。
次の図は、リニアタスクフローの［ジョブの詳細］を示しています。

各パネルにさまざまな詳細が表示されます。

ジョブのプロパティ
各リニアタスクフローインスタンスのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示されま
す。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
タスク名 リニアタスクフローの名前。
インスタンス ID リニアタスクフローのインスタンス番号。例えば、タスクフローの 3 番目の実行を見

ている場合、このフィールドには「3」と表示されます。
タスクの種類 タスクタイプ、つまりリニアタスクフロー。
開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
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ジョブの結果
各リニアタスクフローインスタンスのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が表
示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。

成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ターゲットに書き込まれなかった行の合計数。

個々のタスクの結果
個々のタスクの結果では、リニアタスクフローインスタンスの個々のサブタスクの結果が表示されます。
各サブタスクに対して、ジョブ詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパテ
ィ

説明

タスク名 サブタスクの名前。
終了時刻 サブタスクが完了または停止した日時。
ステータ
ス

サブタスクのステータス。サブタスクのステータスは、以下のいずれかになります。
- ［キューに格納］。ジョブは Secure Agent でキューに追加されますが、開始されることはあ

りません。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 停止。親ジョブは実行を停止しているため、サブタスクを開始できません。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
- 強制終了: ジョブは強制終了されました。一括取り込みサブタスクに適用されます。

成功した
行

ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
サブタスクの各ソースとターゲットに対して、このフィールドはソースからの読み取りに成
功した行の数とターゲットへの書き込みに成功した行の数を表示します。

エラー ソースエラー行、ターゲットエラー行、およびトランスフォーメーションエラーの総数。
サブタスクの各ソースとターゲットに対して、このフィールドはソースからの読み取りが行
われなかった行の数とターゲットへの書き込みが行われなかった行の数を表示します。

エラーメ
ッセージ

ターゲットへの書き込み中に検出されたエラー（ある場合）。

推奨事項 エラーに対する推奨アクション。
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マッピングとタスクインスタンスの停止と再起動
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または［マイジョブ］ページで、マッピングとタスクインスタンスを停

止および再起動できます。[すべてのジョブ]または[マイジョブ]ページまたはジョブ詳細からマッピングまたは
タスクインスタンスを再起動します。
次のアクションを実行できます。
マッピングインスタンスまたはタスクインスタンスを停止します。

開始中、実行中、またはキューに格納されているマッピングインスタンスまたはタスクインスタンスを停
止できます。
次のいずれかの方法を使用して、ジョブを停止します。
• クリーンな停止。DTM プロセスを正常にシャットダウンします。
• 停止。DTM プロセスを強制的に停止します。
マッピングまたはタスクインスタンスを停止するには、[すべてのジョブ]、[実行中のジョブ]、または[マ
イジョブ]ページを開きます。次に、停止するジョブが含まれている行で［クリーンな停止］アイコン、ま
たは［停止］アイコンをクリックします。

［クリーンな停止］をクリックすると、ジョブステータスが［停止中］に変わります。ジョブの停止に時間
がかかりすぎる場合は、［停止］をクリックして、ジョブを停止します。

マッピングインスタンスまたはタスクインスタンスを再起動します。
正常に実行された、または実行に失敗したマッピングインスタンスまたはタスクインスタンスを再起動で
きます。

［すべてのジョブ］または［マイジョブ］ページでマッピングまたはタスクインスタンスを再起動するに
は、再起動するジョブが含まれている行の［再起動］アイコンをクリックします。
ジョブの詳細でマッピングまたはタスクインスタンスを再起動するには、ページの上部にある［再起動］
をクリックします。

タスクフローインスタンスの停止、一時停止、再開、再起動
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］ページで、タスクフローインスタンスを停止、中断、再

開、再起動することができます。
次のアクションを実行できます。
タスクフローインスタンスの停止。

中断中または実行中の状態のタスクフローインスタンスを停止できます。
タスクフローインスタンスを停止するには、[すべてのジョブ]、[実行中のジョブ]、または[マイジョブ]ペ
ージを開き、タスクフローインスタンスを含む行で[停止]アイコンをクリックします。

タスクフローインスタンスの中断。
タスクフローインスタンスを中断するには、[すべてのジョブ]、[実行中のジョブ]、または[マイジョブ]ペ
ージを開き、タスクフローインスタンスを含む行で[中断]アイコンをクリックします。
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フォールトが発生したステップからタスクフローインスタンスを再開します。
フォールトが発生したステップから中断されたタスクフローインスタンスを再開するには、［すべてのジョ
ブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページを開いてから、タスクフローインスタンスをクリ
ックします。［タスクフローステータス］ページで、［フォールトが発生したステップから再開］アイコン
をクリックします。タスクフローは、フォールトが発生したステップから再開します。
データ統合タスクのフォールトによって中断されたタスクフローを再開すると、タスクは再実行されます。
データタスクフォルトでのタスクフローの中断については、データ統合サービスのヘルプの「タスクフロ
ー」を参照してください。

フォールトが発生したステップをスキップし、次のステップからタスクフローインスタンスを再開します。
フォールトが発生したステップをスキップし、中断されたタスクフローインスタンスを次のステップから
再開するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページを開いてから、タス
クフローインスタンスをクリックします。［タスクフローステータス］ページで、［フォールトが発生した
ステップをスキップして再開］アイコンをクリックします。タスクフローは、フォールトが発生したステ
ップをスキップし、次のステップから再開します。他のすべてのステップが正常に実行されると、タスク
フローのステータスは成功に設定されます。

タスクフローインスタンスを再起動します。
管理者、デザイナ、またはオペレータのロールを持つユーザーは、Monitor とデータ統合からタスクフロ
ーを再起動できます。
次の条件を満たすタスクフローを再起動できます。
• タスクフローは少なくとも 1 回実行されました。
• タスクフローは次のいずれかの状態です。

- 成功
- 失敗
- 一時停止中

［バインディング］プロパティが［イベント］に設定されているタスクフローインスタンスを再起動するこ
ともできます。
タスクフローインスタンスを再起動するには、[すべてのジョブ]、[実行中のジョブ]、または[マイジョブ]
ページを開き、タスクフローインスタンスを含む行で[再起動]アイコンをクリックします。

タスクフローの実行ステップからのインスタンス
Monitor の［すべてのジョブ］ページまたはデータ統合の［マイジョブ］ページで、特定のステップからタス
クフローインスタンスを実行できます。
次の条件を満たすタスクフローを実行できます。
• タスクフローが少なくとも 1 回実行された。
• タスクフローが次のいずれかの状態である。

- 成功
- 失敗
- 警告

特定のステップからタスクフローインスタンスを実行するときに、後続のステップが以前に実行されたステッ
プからの入力を使用する場合、値は NULL になります。この問題を回避するには、ステップからタスクフロー
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インスタンスを実行する前に、入力変数と一時変数を更新します。変数の更新の詳細については、「ステップか
らタスクフローインスタンスを実行するための変数の更新」  (ページ 58)を参照してください。
次の図は、選択したデータタスクステップからタスクフローインスタンスを実行するための［ここから実行］
アイコンを示しています。

ステップからタスクフローインスタンスを実行するには、Monitor の［すべてのジョブ］ページまたはデータ
統合の［マイジョブ］ページを開き、タスクフローインスタンスをクリックします。タスクフローステータス
ページで、タスクフローを実行するステップを選択し、［ここから実行］アイコンをクリックします。
次の図は、データタスク 1 から実行された後のタスクフローインスタンスを示しています。
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注: 特定のステップからタスクフローを実行し、タスクフローに親タスクフローがある場合、親タスクフローに
はタスクフローのステータスが通知されません。正常に実行されたステップからタスクフローを実行できます。
データタスクステップ、取り込みタスクステップ、コマンドタスクステップなどの失敗したタスクからタスク
フローを実行することもできますが、そのタスクのエラー処理がエラー時に無視するように設定されている場
合に限ります。開始、終了およびジャンプステップからタスクフローを実行することはできません。

ステップからタスクフローインスタンスを実行するための変数の更新
［変数］タブを使用して、入力変数と一時変数またはフィールド、およびそれらに関連付けられた値を更新し、

特定のステップから複雑なタスクフローインスタンスを実行します。
［変数］タブには、タスクフローの開始ステップで設定されたすべての入力変数とフィールドが含まれていま

す。また、タスクフローの実行に使用されたデータタスクステップ、取り込みタスクステップ、コマンドタス
クステップなどのタスクを含む一時変数とフィールドも含まれます。
入力変数と一時変数またはフィールド、およびそれらに関連付けられた値を更新するには、Monitor の［すべ
てのジョブ］および［実行中のジョブ］ページ、またはデータ統合の［マイジョブ］ページを開き、タスクフ
ローインスタンスをクリックします。［タスクフローステータス］ページで、入力変数または一時変数の横にあ
る［編集］アイコンをクリックします。タスクフローで渡された値に基づいて、変数は JSON または XML 形式
で［変数入力］と［変数一時］ダイアログボックスにそれぞれ表示されます。変数を更新し、［更新］をクリッ
クします。
一度も実行されていないタスクを実行することはできません。例えば、次の図に示すように、データタスク 1
からタスクフローインスタンスを実行することはできません。
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この場合、ディシジョン 1 ステップで使用される変数値を更新し、その後でディシジョン 1 ステップから再度
実行する必要があります。
次の図は、ディシジョン 1 ステップから実行された後のタスクフローインスタンスを示しています。

入力フィールドと一時フィールドの詳細については、タスクフローのドキュメントを参照してください。
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第  3  章

データ統合ジョブログファイル
データ統合は、実行中、失敗、および完了したジョブの監視に役立つログファイルを生成します。一部のログ
ファイルには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］ページ、およびジョブの詳細からアクセ
スできます。
データ統合は、次のタイプのログファイルを生成します。
エラー行ファイル

データ統合では、同期タスクおよびマスキングタスクインスタンスのエラー行ファイルが生成されます。
エラー行ファイルには、失敗した行と各行の失敗の理由が表示されます。エラー行ファイルには、ソース
エラー行の最初の 50 個のフィールドが含まれます。
例えば、タスクで同じ外部 ID の 2 つのレコードを Salesforce ターゲットに挿入しようとすると、エラー
行ファイルに次のエラーが表示されます。
Error loading into target [HouseholdProduct__c] : Error received from salesforce.com.Fields 
[ExternalId__c].Status code [DUPLICATE_VALUE].Message [Duplicate external id specified: 1.0].

セッションログファイル
データ統合では、各ジョブのセッションログファイルが生成されます。ジョブが失敗した場合は、ジョブ
のトラブルシューティングに役立つログファイルをダウンロードします。

拒否ファイル
データ統合は、エラー行を含むマッピングまたはマッピングタスクで、フラットファイルと Oracle ター
ゲットごとに拒否ファイルを作成します。拒否ファイルには、拒否されたそれぞれのターゲット行とその
行が拒否された理由に関する情報が含まれます。データ統合は、拒否ファイルを次のデフォルトフォルダ
に保存します。
$PMBadFileDir/<task federated ID>

実行プラン
データ統合は、詳細クラスタが詳細モードのマッピングでデータロジックを実行するために使用する
Scala コードを示す実行プランを生成します。マッピングでスカラコードを使用して問題をデバッグでき
ます。

エージェントジョブログ
データ統合は、Secure Agent が詳細モードのマッピングの Spark 実行ワークフローを詳細クラスタにプ
ッシュして処理するために使用するロジックを示すエージェントジョブログを生成します。

Spark ドライバおよび Spark エグゼキュータログ
詳細クラスタは、Spark ドライバと Spark エグゼキュータログを生成して、クラスタがジョブの実行に使
用するロジックを表示します。
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初期化スクリプトログ
初期化スクリプトが詳細クラスタで実行される場合、クラスタはスクリプト出力を表示する init スクリプ
トログを生成します。

cloud-init ログ
初期化スクリプトが詳細クラスタで実行される場合、クラスタは、クラスタノードがどのように初期化お
よびブートストラップされたかに関する情報を含む cloud-init ログを生成します。cloud-init ログを使用
して、初期化スクリプトの実行に失敗したかどうかを確認できます。
注: cloud-init ログは、AWS 環境でのみ表示できます。

Spark イベントログ
詳細クラスタは、クラスタで実行されるタスクのランタイムイベントをストリーミングする Spark イベン
トログを生成します。

エラー行ファイルの表示
次のいずれかの方法を使用して、エラー行ファイルを表示できます。
エラー行ファイルのプレビュー

［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページまたはジョブの詳細からエラー行フ
ァイルをプレビューします。エラー行ファイルをプレビューする時、データ統合は、最初の 25 行のエラ
ー行と、最初の 50 列を含む CSV ファイルを生成します。
エラー行ファイルをプレビューするには、ユーザーロールにデータ統合の「CDI エラーログへのアクセス」
機能特権が必要です。
モニタで［すべてのジョブ］または[実行中のジョブ]を選択するか、データ統合で［マイジョブ］を選択
します。
次のいずれかの手順に従います。
• タスクインスタンスを含む行の［エラー行ファイルのプレビュー］アイコンをクリックします。
• ジョブ名をクリックしてジョブの詳細を開き、［結果］エリアで［エラー行ファイルのプレビュー］を

クリックします。
エラー行ファイルの表示

ジョブのエラー行ファイル全体を表示するには、テキストエディタでファイルを開きます。エラー行ファ
イルにソースからの Unicode データが含まれている場合、Unicode 文字を表示できるアプリケーション
でエラー行ファイルを開きます。
エラー行ファイルは次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent のインストールディレクトリ>/apps/Data_Integration_Server/data/error
エラー行ファイルには、ジョブの開始時刻を示すタイムスタンプが付いています。正しいエラー行ファイ
ルを特定するには、ジョブの開始時刻を使用します。
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セッションログファイルのダウンロード
実行中、完了、または失敗したジョブのログファイルをダウンロード出来ます。[すべてのジョブ]、[実行中の
ジョブ]、または[マイジョブ]ページまたはジョブの詳細からログファイルをダウンロードします。
1. モニタで［すべてのジョブ］または[実行中のジョブ]を選択するか、データ統合で［マイジョブ］を選択

します。 
2. 次のいずれかの手順に従います。 

• ジョブを含む行の［ログのダウンロード］アイコンをクリックします。
• ジョブ名をクリックしてジョブの詳細を開き、[結果]エリアで[セッションログのダウンロード]をクリ

ックします。

詳細クラスタサブタスクのログファイルの表示
詳細クラスタで実行されるサブタスクを監視する際は、実行プラン、セッションログ、エージェントジョブロ
グ、Spark ドライバログ、および Spark エグゼキュータログを表示できます。クラスタで初期化スクリプトが
実行されている場合は、初期化スクリプトログと cloud-init ログを表示することもできます。
ジョブの特定のログファイルにアクセスするには、Monitor またはクラウドプラットフォームからログのダウ
ンロードが必要になることがあります。
次の表に、各ログを Monitor、クラウドプラットフォームまたはその両方からダウンロードできるかどうかを
示します。

ログ ダウンロードの場所
実行プラン Monitor
セッションログ Monitor
エージェントジョブログ Monitor、クラウドプラットフォーム¹
Spark ドライバログ Monitor、クラウドプラットフォーム¹
Spark エグゼキュータログ Monitor²、クラウドプラットフォーム¹
初期化スクリプトログ クラウドプラットフォーム
Cloud-init ログ クラウドプラットフォーム
Spark イベントログ クラウドプラットフォーム
1 サーバーレスランタイム環境を使用している場合、クラウドプラットフォームからのダウンロードは利用できません。
2 サーバーレスランタイム環境を使用していない場合、Monitor からのダウンロードは利用できません。表示されたログの場所を使用して、クラウドプラットフォームからログをダウンロードします。

実行計画とセッションログのダウンロード
Monitor ではジョブの結果から実行プランおよびセッションログをダウンロードできます。
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詳細ログのダウンロード
Monitor の Spark タスクの詳細でエージェントジョブログと Spark ドライバログをダウンロードできます。詳
細ログの場所をコピーして、クラウドプラットフォーム上の場所に移動することもできます。Spark エグゼキ
ュータログをダウンロードするには、詳細ログの場所に移動する必要があります。
サーバーレスランタイム環境を使用している場合は、Monitor から詳細ログをダウンロードできます。［ダウン
ロード］オプションは、ジョブが完了すると使用できるようになります。
初期化スクリプトと cloud-init ログのダウンロード
初期化スクリプトログまたは cloud-init ログをダウンロードするには、クラウドプラットフォームの次の場所
に移動します。
<Log location>/ClusterLogs/<cluster ID>/<timestamp>/<cluster node instance ID>/
ログの場所は、詳細設定で指定されたログファイルの場所です。
注: cloud-init ログは、AWS 環境でのみダウンロードできます。
Spark イベントログのダウンロード
Spark イベントログをダウンロードするには、次の場所へ移動します。
<Log location>/eventLogs/atscaleagent
ログの場所は、詳細設定で指定されたログファイルの場所です。
ジョブが開始できない場合は、イベントログファイルに次のようなテキストが表示されます。
{"Event":"SparkListenerLogStart","Spark Version":"3.0.0"}
ジョブの失敗の詳細については、Spark ドライバログを参照してください。
ルールおよびガイドライン
ログファイルを表示するときは、次のルールとガイドラインを参照してください。
• ジョブの実行中に Spark ドライバおよびエージェントジョブログをダウンロードする場合、ファイルはジ

ョブの現在の状態を反映しています。
• マッピング名が数字または空白で始まる、詳細クラスタで実行されるサブタスクのログファイルを表示する

場合、ログファイルではマッピング名にアンダースコアがプレフィックスとして付きます。
例えば、ログファイルで 123Mapping という名前のマッピングを参照する場合、ログファイルでは名前
_123Mapping が使用されます。
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第  4  章

Azure のデータアクセラレータジ
ョブの監視

実行中または実行されたジョブを監視出来ます。ジョブは、マッピング、タスク、またはタスクフローのイン
スタンスです。Azure のデータ同期タスクを開始するたびに、Azure のデータアクセラレータはそれを実行す
るジョブを作成します。
次のページで Azure のデータ同期ジョブを監視出来ます。

［すべてのジョブ］ページ
実行中または組織内で実行されているすべてのジョブを一覧表示します。このページでジョブを停止およ
び再起動出来ます。Azure のデータ同期ジョブのサブタスクを開く場合、ログファイルをダウンロード出
来ます。

［すべてのジョブ］ページを開くには、モニタで［すべてのジョブ］を選択します。
［実行中のジョブ］ページ

実行中または過去 5 分間に完了したすべてのジョブが一覧表示されます。このページでジョブを停止およ
び再起動出来ます。Azure のデータ同期ジョブのサブタスクを開く場合、ログファイルをダウンロード出
来ます。

［実行中のジョブ］ページを開くには、モニタで［実行中のジョブ］を選択します。
［マイジョブ］ページ

現在ログインしているユーザーによって開始されたすべてのジョブを一覧表示します。このページでジョ
ブを停止および再起動出来ます。Azure のデータ同期ジョブのサブタスクを開く場合、ログファイルをダ
ウンロード出来ます。

［マイジョブ］ページを開くには、Azure のデータアクセラレータで［マイジョブ］を選択します。
ジョブの詳細ページ

特定のジョブに関する詳細情報を表示します。完了したジョブまたは失敗したジョブの詳細を表示出来ま
す。Azure のデータ同期ジョブの詳細を表示した際、ジョブを再起動し、ログファイルをダウンロード出
来ます。
Azure のデータ同期ジョブの詳細を開くには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または［マイジョ
ブ］ページのジョブのサブタスクを開いてから、ジョブ名をクリックします。
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ジョブのプロパティ
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］ページは名前、開始時刻、ステータスなどのジョブのプ

ロパティを表示します。カラムの見出し領域を右クリックすると、特定のプロパティの表示と非表示を切り替
える事ができます。
各 Azure のデータ同期ジョブの名前は<task name>-<instance number>のように付けられます。例えば、Azure の
データ同期タスク ads_LoadOrders を最初に実行する場合、ジョブは ads_LoadOrders-1 という名前になりま
す。2 回目にタスクを実行する場合、ジョブは ads_LoadOrders-2 という名前になります。
デフォルトでは、各 Azure のデータ同期ジョブに対して次のプロパティが表示されます。

プロパテ
ィ

説明

インスタ
ンス名

ジョブの名前を次の形式で指定します。
<task name>-<instance number>

場所 タスクが存在するプロジェクトおよびフォルダパス。
サブタス
ク

サブタスクの数。各 Azure のデータ同期ジョブには、1 つのサブタスク（マッピング）が含ま
れます。サブタスクビューを開くには、このカラムのエントリをクリックします。
サブタスクビューを閉じるには、ページの上部にあるメニューから［データ統合］をクリック
します。

開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。実行中のジョブには適用されません。
処理され
た行数

ジョブがこれまでに処理した行の合計数。この値には、ターゲットに正常に書き込まれた行の
数、ならびにソースおよびターゲットのエラー行の数が含まれます。

ステータ
ス

ジョブステータス。Azure のデータ同期ジョブは、次のいずれかのステータスになります。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
ヒント: ジョブのステータスが失敗の場合、ジョブのステータスの上にカーソルを置くと、エ
ラーメッセージを表示およびコピーできます。

カラムの見出し領域を右クリックして、次の追加のプロパティを表示する事ができます。

プロパティ 説明
アセット名 ジョブに関連付けられているアセットの名前。Azure のデータ同期ジョブの場合、この

カラムには関連する Azure のデータ同期タスクの名前が表示されます。サブタスクビュ
ーでは、このカラムには基になるマッピングの名前が表示されます。

アセットタイプ ジョブに関連付けられているアセットのタイプ。Azure のデータ同期タスクジョブの場
合、このカラムには「Azure データ同期タスク」と表示されます。サブタスクビューで
は、このカラムには「マッピング」と表示されます。

ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
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プロパティ 説明
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
失敗した行 ターゲットに書き込まれなかった行の合計数。
開始したユーザ
ー

ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。

エラーメッセー
ジ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

Azure のデータ同期ジョブの詳細の表示
特定の Azure のデータ同期ジョブの詳細を表示するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、または［マ
イジョブ］ページを開き、ジョブを含む行のサブタスクの数をクリックします。次に、サブタスクビューでイ
ンスタンス名をクリックします。
ジョブの詳細には、Azure のデータ同期ジョブの次のプロパティが表示されます。

プロパティ 説明
タスク名 Azure のデータ同期タスクが基づくマッピングの名前。
インスタンス ID マッピングが実行した回数。
タスクタイプ タスクのタイプ。Azure のデータ同期ジョブの場合、このフィールドには「マッピン

グ」が表示されます。これは、Azure のデータ同期ジョブが、基盤となるマッピング
に基づくためです。

開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
Secure Agent ジョブを実行した Secure Agent。
コンテキスト名 ジョブと関連する Azure のデータ同期タスクの名前。
ステータス ジョブステータス。Azure のデータ同期ジョブは、次のいずれかのステータスになり

ます。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
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プロパティ 説明
成功した行 ターゲットに正常に書き込まれた行の数。
エラー ターゲットに書き込まれなかった行の合計数。
セッションログ セッションログファイルをダウンロードできます。

デフォルトでは、Azure のデータアクセラレータは、10 回の実行分のセッションロ
グを格納した後、最新の実行でログを上書きします。早期の実行のセッションログ
が必要な場合は、セッションログファイルを保持するディレクトリのバックアップ
を取ります。
セッションログファイルは、次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

エラーメッセージ ジョブが失敗した場合の、ジョブに関連付けられたエラーメッセージ。
個々のソース/ター
ゲットの結果

Azure のデータ同期タスクのソースおよびターゲットの名前、成功した行数、エラー
行数。ソースまたはターゲットにエラーがある場合、この領域にもエラーメッセー
ジと推奨アクションが表示されます。

ジョブペイロード 基盤となるマッピングおよび関連するマッピングタスクを実行するのに使用された
ランタイムパラメータが表示されます。ジョブのトラブルシューティングに使用さ
れます。

Azure のデータ同期ジョブの停止と再起動
Azure のデータ同期ジョブを停止および再起動出来ます。［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または［マイ
ジョブ］ページで、ジョブを停止します。［すべてのジョブ］または［マイジョブ］ページまたはジョブ詳細か
らジョブを再起動します。
次のアクションを実行出来ます。
ジョブを停止します。

開始中、実行中、またはキューに格納されている Azure のデータ同期ジョブを停止出来ます。
ジョブを停止するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または［マイジョブ］ページを開きます。
次に、停止するジョブが含まれている行で［停止］アイコンをクリックします。

ジョブを再起動します。
正常に実行された、または実行に失敗した Azure のデータ同期ジョブを再起動出来ます。

［すべてのジョブ］または［マイジョブ］ページでジョブを再起動するには、再起動するジョブが含まれて
いる行の［再起動］アイコンをクリックします。
ジョブの詳細でジョブを再起動するには、ページの上部にある［再起動］をクリックします。
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ログファイルのダウンロード
完了または失敗した Azure のデータ同期ジョブのログファイルをダウンロード出来ます。［すべてのジョブ］、

［実行中のジョブ］、または［マイジョブ］ページのサブタスクビューまたはジョブの詳細からログファイルを
ダウンロードします。
1. モニタで［すべてのジョブ］または［実行中のジョブ］を選択するか、Azure のデータアクセラレータで

［マイジョブ］を選択します。 
2. サブタスクビューを開くには、［サブタスク］列でサブタスクの数をクリックします。 
3. 次のいずれかの手順に従います。 

• ジョブを含む行の［ログのダウンロード］アイコンをクリックします。
• ジョブ名をクリックしてジョブの詳細を開き、[結果]エリアで[セッションログのダウンロード]をクリ

ックします。
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第  5  章

データプロファイリングジョブの
監視

実行中または実行されたジョブを監視できます。ジョブとはタスクのインスタンスのことです。データプロフ
ァイリングタスクを実行するたびに、データプロファイリングがジョブを作成して実行します。
次のページでデータプロファイリングジョブを監視できます。

［すべてのジョブ］ページ
実行中または組織内で実行されているすべてのジョブを一覧表示します。このページでジョブを停止およ
び再起動できます。データプロファイリングジョブのサブタスクを開くと、サブタスクの詳細を表示でき
ます。

［すべてのジョブ］ページを開くには、モニタで［すべてのジョブ］を選択します。
［実行中のジョブ］ページ

実行中または過去 5 分間に完了したすべてのジョブが一覧表示されます。このページでジョブを停止およ
び再起動できます。データプロファイリングジョブのサブタスクを開くと、サブタスクの詳細を表示でき
ます。

［実行中のジョブ］ページを開くには、モニタで［実行中のジョブ］を選択します。
［マイジョブ］ページ

現在ログインしているユーザーによって開始されたすべてのジョブを一覧表示します。このページでジョ
ブを停止および再起動できます。データプロファイリングジョブのサブタスクを開くと、サブタスクの詳
細を表示できます。

［マイジョブ］ページを開くには、データプロファイリングで［マイジョブ］を選択します。
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ジョブのプロパティ
［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］、［マイジョブ］ページは名前、開始時刻、ステータスなどのジョブのプ

ロパティを表示します。カラムの見出し領域を右クリックすると、特定のプロパティの表示と非表示を切り替
えることができます。
デフォルトでは、各データプロファイリングジョブに対して次のプロパティが表示されます。

プロパティ 説明
インスタン
ス名

ジョブの名前。

場所 タスクが存在するプロジェクトおよびフォルダパス。
サブタスク ジョブに対して作成されたサブタスク数を表示します。ジョブのプロパティを表示するに

は、このカラムのエントリをクリックします。
サブタスクビューを閉じるには、ページの上部にあるメニューから［データ統合］をクリッ
クします。

開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。実行中のジョブには適用されません。
処理された
行数

ジョブによって処理されたソース行数。

ステータス ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- 起動。ジョブが開始されました。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 警告。ジョブがエラーで完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
ジョブが実行中ステータスのとき、［停止］アイコンが［ステータス］プロパティに表示さ
れます。アイコンをクリックすると、ジョブが停止します。

カラムの見出し領域を右クリックして、次の追加のプロパティを表示する事ができます。

プロパティ 説明
アセット名 データプロファイリングタスクの名前。
アセットタイプ ジョブに関連付けられているアセットのタイプ。データプロファイリングタスクジョ

ブの場合、このカラムには「データプロファイリングタスク」と表示されます。
ランタイム環境 ジョブが実行されたランタイム環境。
期間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
成功した行 ジョブによって処理が成功したソース行数。
失敗した行 ジョブで失敗したソース行数。
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プロパティ 説明
開始したユーザー ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
エラーメッセージ ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

インスタンス名をクリックすると、データプロファイリングジョブのジョブの詳細が表示されます。ジョブの
詳細には、インスタンス名、アセット名、アセットタイプ、開始したユーザー、開始時刻、終了時刻、継続時
間、状態、およびエラーメッセージが含まれます。

サブタスクタイプ
データプロファイリングタスクを実行すると、プロファイル実行に対してジョブインスタンスが作成されます。
データプロファイリングは、プロファイルの実行に対して選択したオプションに基づいてサブタスクを作成し
ます。
ジョブのサブタスクを表示するには、［サブタスク］カラムのサブタスクリンクをクリックします。ジョブに作
成されているサブタスクが表示されます。
データプロファイリングは、プロファイル実行に対して選択したプロファイルオプションに基づいて次のサブ
タスクを作成します。

サブタスク名 説明
ソース行数のフェッ
チ

プロファイル実行の行数をフェッチします。
このサブタスクは、プロファイル実行につき 1 回のみ作成されます。

データプロファイリ
ングマッピングの生
成

プロファイル実行に対して選択される詳細オプションに基づいて統計を収集しま
す。
このサブタスクは、プロファイル実行につき 1 回のみ作成されます。

s_profiling プロファイルを実行し、結果を安全で暗号化されたステージング領域に保存しま
す。このサブタスクは、データプロファイリングタスクの詳細オプションに基づい
て複数回作成されます。詳細オプションについては、「データプロファイリング」
を参照してください。
ステージング領域とは、Informatica Intelligent Cloud Services リポジトリ内の一
時的な場所です。

ステージング領域か
らメトリックストア
へのデータロード

ステージング領域からメトリックストアにデータをロードします。このサブタスク
は、プロファイル実行につき 1 回のみ作成されます。
メトリックストアは、Informatica Intelligent Cloud Services リポジトリ内にある、
暗号化されたプロファイル結果が格納される場所です。プロファイル実行番号を選
択して結果を表示すると、リポジトリからプロファイル結果が取得されます。

各サブタスクの結果を表示するには、［インスタンス名］カラムのサブタスクリンクをクリックします。サブタ
スクの詳細には、インスタンス名、アセット名、アセットタイプ、開始したユーザー、開始時刻、終了時刻、
継続時間、状態、およびエラーメッセージが含まれます。s_profiling サブタスクでは、処理された行数、成功
した行、エラー行、セッションログなど追加の詳細が表示されます。［セッションログのダウンロード］をクリ
ックすると、セッションログファイルがダウンロードされます。
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データプロファイリング、モニタ、オペレーションインサイトで次のサブタスクのランタイム環境と Secure 
Agent を表示できます。
• ソース行数のフェッチ
• s_profiling
• ドリルダウン
• クエリ
注: ［ランタイム環境］フィールドに、Secure Agent グループの名前が表示されます。
プロファイルマッピングジョブのセッションログファイルで、Secure Agent の次の詳細を表示できます。
• タスク名。プロファイリングタスクの名前。
• エージェントグループ ID。Secure Agent グループの ID。
• エージェントグループ名。Secure Agent グループの名前。
• エージェント ID。Secure Agent の ID。
• エージェント名。Secure Agent の名前。

データプロファイリングジョブの停止と再起動
データプロファイリングジョブを停止および再起動できます。［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または

［マイジョブ］ページで、ジョブを停止します。［すべてのジョブ］または［マイジョブ］ページまたはジョブ
詳細からジョブを再起動します。
次のアクションを実行できます。
ジョブを停止します。

実行中またはキューに格納されたデータプロファイリングジョブを停止できます。
ジョブを停止するには、［すべてのジョブ］、［実行中のジョブ］または［マイジョブ］ページを開きます。
次に、停止するジョブが含まれている行で［停止］アイコンをクリックします。

ジョブを再起動します。
失敗したデータプロファイリングジョブを再起動できます。

［すべてのジョブ］または［マイジョブ］ページでジョブを再起動するには、再起動するジョブが含まれて
いる行の［再起動］アイコンをクリックします。
ジョブの詳細でジョブを再起動するには、ページの上部にある［再起動］をクリックします。

ログファイルのダウンロード
完了または失敗したデータプロファイリングジョブのログファイルをダウンロードできます。
1. モニタで［すべてのジョブ］または［実行中のジョブ］を選択するか、データプロファイリングで［マイ

ジョブ］を選択します。 
2. サブタスクビューを開くには、［サブタスク］列でサブタスクの数をクリックします。 
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3. s_profiling サブタスクをクリックします。 
4. ［結果］領域で、［セッションログのダウンロード］をクリックします。 
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第  6  章

インポートとエクスポートの監視
組織内で実行中または実行されたインポートおよびエクスポートを監視できます。オブジェクトをインポート
またはエクスポートするたび、Informatica Intelligent Cloud Services はインポートまたはエクスポートに対
するログエントリを作成します。
次のページでインポートログおよびエクスポートログを表示できます:
インポート/エクスポートログページ

組織内で実行中または実行されたすべてのインポートおよびエクスポートを一覧表示します。エクスポー
トを表示した場合、このページからエクスポートファイルをダウンロードできます。
[インポート/エクスポートログ]ページを開くには、モニタを開き[インポート/エクスポートログ]を選択し
ます。

インポート/エクスポートログページ
現在ログインしているユーザーによって開始されたすべてのインポートまたはエクスポートを一覧表示し
ます。エクスポートを表示した場合、このページからエクスポートファイルをダウンロードできます。

［マイインポート/エクスポートログ］ページを開くには［マイインポート/エクスポートログ］を選択しま
す。

詳細ページ
特定のインポートまたはエクスポートインスタンスに関する詳細情報を表示します。また、インポートイ
ンスタンスまたはエクスポートインスタンスログファイルをダウンロードすることもできます。ログには、
インスタンスおよびオブジェクトレベルの詳細が含まれます。ログをダウンロードできるのは 7 日間で
す。エクスポートインスタンスの詳細を表示した場合、このページからエクスポートファイルをダウンロ
ードできます。
詳細ページを開くには、[インポート/エクスポートログ]または[マイインポート/エクスポートログ]のイン
ポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをクリックします。

ログプロパティのインポートとエクスポート
インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスのプロパティを表示するには、[インポート/エクス
ポートログ]または[マイインポート/エクスポートログ]ページの上部にある[インポート]または[エクスポート]
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タブをクリックします。デフォルトでは、これらのページには過去 7 日間に開始されたインポートインスタン
スおよびエクスポートインスタンスが一覧表示されます。
各インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスについて次のプロパティが表示されます:

プロパティ 説明
インスタンス
名

インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスの名前。

開始時刻 インポートまたはエクスポートが開始された日時。
ユーザ名 インポートまたはエクスポートを開始したユーザーの名前。
開始メソッド インポートまたはエクスポートが開始された方法。インポートインスタンスまたはエクス

ポートインスタンスの開始メソッドは次のいずれかです:
- UI。インポートまたはエクスポートはユーザーインターフェイスから開始された。
- API。インポートまたはエクスポートは REST API から開始された。

ステータス インポートまたはエクスポートのステータス(正常に完了または失敗など)

成功したエクスポートジョブについては、エクスポートインスタンスを含む行の[ダウンロード]アイコンをク
リックすることでエクスポートファイルをダウンロード出来ます。

インポートおよびエクスポートログのカスタマイズ
[インポート/エクスポートログ]および[マイインポート/エクスポートログ]ページに表示するプロパティを決定
できます。インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをソートおよびフィルタすることができ
ます。インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをドリルダウンして詳細情報を表示すること
もできます。
次の図は、データ統合にデフォルトで表示されるプロパティを示しています。

1. 列見出し領域。列を追加または削除するには、この領域を右クリックします。
2. インポートログまたはエクスポートログのいずれかを表示するタブ
3. ソートアイコン
4. フィルタアイコン
次の方法でインポートログおよびエクスポートログをカスタマイズできます:
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プロパティを表示、非表示、または再配置します。
特定のプロパティを表示または非表示にするには、列見出し領域を右クリックし、プロパティをチェック
またはオフにします。
列を再配置するには、列見出しをクリックし、別の場所にドラッグします。

インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをソートします。
インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをソートするには、ソート基準とするプロパテ
ィの列見出しをクリックします。例えば、最新のジョブが先頭になるように一覧表示するには、［開始時
刻］列をクリックします。列見出しの矢印は、昇順または降順のいずれかのソート順序を示します。ソー
ト順序を逆転させるには、列見出しをもう一度クリックします。
また、［ソート］アイコンをクリックして列名を選択することで、インポートインスタンスまたはエクスポ
ートインスタンスをソートすることもできます。

インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをフィルタします。
1 つ以上のフィルタ条件を使用してインポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスをフィルタ
できます。ページに表示されるインスタンスをフィルタ処理するには、［フィルタ］アイコンをクリックし
ます。
フィルタ条件を指定するには、［フィールドの追加］をクリックし、フィルタフィールドを選択して、値を
入力します。例えば、成功したエクスポートまたはインポートのみを表示するには、［ステータス］カラム
を選択し、［成功］を選択します。フィルタフィールドとして［インスタンス名］または［ステータス］を
選択できます。
フィルタに別の条件を追加するには、［フィールドの追加］をもう一度クリックします。例えば、失敗した

「SalesProject_1533326631921」という名前のインスタンスを表示するには、次のフィルタ列と値を選択
します。
• インスタンス名: SalesProject_1533326631921
• ステータス: 失敗
適用されているすべてのフィルタを削除するには、［フィルタを削除］アイコンをクリックします。
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インポートまたはエクスポートの詳細の表示
インポートまたはエクスポートの詳細を表示するには、［インポート/エクスポートログ］または［マイインポ
ート/エクスポートログ］ページの上部にある［インポート］または［エクスポート］タブをクリックします。
次に、インポートまたはエクスポートインスタンス名をクリックします。
次の図は、エクスポートインスタンスの詳細を示しています。

詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスの名前。
タイプ インスタンスのタイプ（インポートまたはエクスポートのいずれか）。
開始時刻 インポートまたはエクスポートが開始された日時。
終了時刻 インポートまたはエクスポートが完了または停止した日時。
開始したユーザー インポートまたはエクスポートを開始したユーザーの名前。
開始メソッド インポートまたはエクスポートが開始された方法。インポートまたはエクスポートの

開始メソッドは次のいずれかです:
- UI。インポートまたはエクスポートはユーザーインターフェイスから開始された。
- API。インポートまたはエクスポートは REST API から開始された。

ステータス インポートまたはエクスポートのステータス(正常に完了または失敗など)
ソース組織 インポートの場合、アセットのインポート元の組織の名前。
エクスポートファ
イル

エクスポートの場合は、生成されたエクスポートファイルの名前。ファイル名をクリ
ックして、ファイルをダウンロードします。
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プロパティ 説明
インポートログ/
エクスポートログ

インスタンスおよびオブジェクトレベルのプロパティが含まれる詳細ログファイル。
［インポートログのダウンロード］または［エクスポートログのダウンロード］をクリ

ックしてファイルをダウンロードします。
インポート対象の
アセット /
エクスポート対象
のアセット

インポート対象またはエクスポート対象の各アセットの名前、タイプ、場所、説明、
およびステータス。インポート対象のアセットまたはエクスポート対象のアセットを
表示出来るのは、1 日のみです。

エクスポートファイルのダウンロード
エクスポートが完了したら、エクスポートファイルをダウンロード出来ます。[インポート/エクスポートログ]
または[マイインポート/エクスポートログ]ページ、またはエクスポートインスタンスの詳細からエクスポート
ファイルをダウンロードします。
1. ［インポート/エクスポートログ］を選択して組織のインポート/エクスポートログを開くか、［マイインポ

ート/エクスポートログ］を選択して自身のインポート/エクスポートログを開きます。 
2. ［エクスポート］タブをクリックします。 
3. 次のいずれかの手順に従います。 

• エクスポートインスタンスを含む行の［ダウンロード］アイコンをクリックします。
• インスタンス名をクリックしてエクスポートインスタンスの詳細を開き、エクスポートファイル名をク

リックします。

インポート/エクスポートログのダウンロード
インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスが完了したら、ログファイルをダウンロード出来ま
す。インポートまたはエクスポートインスタンスの詳細からログファイルをダウンロードします。
1. ［インポート/エクスポートログ］を選択して組織のインポート/エクスポートログを開くか、［マイインポ

ート/エクスポートログ］を選択して自身のインポート/エクスポートログを開きます。
2. ［インポート］または［エクスポート］タブをクリックします。
3. インスタンス名をクリックして、インポートインスタンスまたはエクスポートインスタンスの詳細を開き

ます。
4. ［インポートログのダウンロード］または［エクスポートログのダウンロード］をクリックします。
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第  7  章

ファイル転送ジョブの監視
組織内で実行中または実行された、ファイル転送およびファイルリスナジョブを監視できます。
ファイル転送ジョブを監視するには、［ファイル転送ログ］をクリックします。

AS2 ファイル転送の監視
AS2 接続を使用してファイルを送信するたび、または AS2 サーバーがファイルを受信するたびに、ファイル転
送サービスはログファイルを生成します。AS2 ファイル転送ログにはモニタからアクセスできます。
次のページで AS2 ファイル転送ログを表示できます。

［ファイル転送ログ］ページ
進行中または完了したすべてのファイル転送が一覧表示されます。

詳細ページ
特定のファイル転送ログの詳細情報が表示されます。ファイル転送ログファイルはダウンロードすること
もできます。

AS2 ファイル転送ログの表示
完了した AS2 ファイル転送のリストを表示するには、モニタで［ファイル転送ログ］をクリックします。
AS2 ファイル転送ログのリストをフィルタするには、［AS2 ログ］を選択します。

［ファイル転送ログ］ページには、送信/受信ファイル転送用の AS2 ファイル転送ログが一覧表示され、ステー
タス情報が次の図のように表示されます。
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［ファイル転送ログ］ページには、AS2 ファイル転送ログごとに次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
インスタンス名 AS2 ファイル転送インスタンスの名前。
アセットタイプ AS2 ファイル転送ログのタイプ。

ファイルをリモート AS2 サーバーに送信する場合、タイプは AS2 送信です。
ファイルをリモート AS2 サーバーから受信する場合、タイプは AS2 受信です。

コマンド 転送、ログイン、受信した MDN などのアクティビティのタイプ。
終了時刻 ファイル転送が終了した日時。
ファイル数 転送に含まれるファイルの数。
送信者/受信
者 ID

AS2 送信のファイル転送の場合、受信者の AS2 ID。
AS2 受信のファイル転送の場合、送信者の AS2 ID。

MDN MDN メッセージのステータス。
AS2 送信の場合、ステータスは以下の値のいずれかになります。
- 受信日時。MDN を受信済みです。
- 電子メール。MDN 配信モードは電子メール経由です。
- URL。MDN 配信モードは URL 経由です。
- なし。MDN は要求されません。
AS2 受信の場合、ステータスは以下の値のいずれかになります。
- 保留中。MDN はまだ送信されていません。
- 送信日時。MDN はクライアントに送信済みです。
- なし。MDN は要求されません。

ステータス AS2 ファイル転送のステータス（正常に完了または失敗など）。
転送が失敗した理由をすばやく調べるには、カーソルを［失敗］アイコンの上に置きま
す

AS2 ファイル転送の詳細表示
転送済みファイルのリストを含む AS2 ファイル転送の詳細情報を表示するには、［ファイル転送ログ］ページ
でインスタンス名をクリックします。
インスタンス名をクリックすると、ファイル転送に関する詳しい説明が表示されます。ページに表示される情
報のタイプは、インスタンスタイプが AS2 送信か AS2 受信かによって、およびコマンドタイプによって異なり
ます。
ログには、メッセージのプロパティ、および AS2 ファイル転送に含まれる各ファイルのステータスなどの詳細
が含まれます。AS2 送信の転送では、ログファイルをダウンロードしてジョブのトラブルシューティングを行
うことができます。
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AS2 ファイル転送の詳細ページを開くには、［ファイル転送ログ］ページでインスタンス名をクリックします。
次の図は、AS2 送信の転送の詳細を示しています。

AS2 送信のファイル転送に関する詳細
AS2 送信の転送では、ログの詳細にジョブのプロパティ、ジョブの結果、およびジョブに含まれるファイルに
関する情報が含まれます。
ジョブのプロパティ
ジョブの詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ジョブ名 ジョブの名前。
ランタイム環境 ジョブの実行に使用される Secure Agent を含むランタイム環境。
開始するユーザー名 ジョブを開始したユーザー、またはジョブを開始したファイルリスナの名前。
接続 ファイルの送信に使用された AS2 接続。
受信者 AS2-ID ファイルを受信したリモート AS2 サーバーの ID。
送信者 AS2-ID ファイルを送信した AS2 サーバーの ID。
開始時刻 ファイル転送が開始された日時。
終了時刻 ファイル転送が終了した日時。
継続時間 ファイル転送が実行された時間。

比較結果
ジョブの結果情報には、次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
状態 ジョブのステータス（成功または失敗）。
ログ ジョブログをダウンロードするためのリンク。
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プロパティ 説明
ファイルが送信されました ジョブで送信されたファイルの数。
エラーメッセージ ジョブが失敗した場合のエラーメッセージ。

ファイル
AS2 サーバーに送信されたファイルの詳細には、ファイルごとに次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 ファイルの完全パスと名前。
ファイルサイズ ファイルのサイズ（キロバイト単位）。
ステータス ファイル転送のステータス（成功または失敗）。

AS2 受信のファイル転送に関する詳細
AS2 受信タイプのファイル転送には、ログの詳細にイベントのプロパティ、メッセージのプロパティ、および
ファイル転送に含まれるファイルについての情報が含まれます。
イベント詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
サーバー IP ファイルを受信する AS2 サーバーの IP アドレス。
サーバーポート ファイルを受信する AS2 サーバーのポート番号。
受信者 AS2-ID 受信者が使用する ID。
リモート IP ファイルを送信するクライアントの IP アドレス。
リモートポート ファイルを送信するクライアントのポート番号。
送信者 AS2-ID 送信者が使用する名前または ID。
ユーザー名 ファイルサーバーのユーザーのユーザー名。
コマンド 転送、ログイン、受信した MDN などのアクティビティのタイプ。
件名 メッセージの件名。
暗号化アルゴリズム メッセージの暗号化に使用されるアルゴリズム。
署名アルゴリズム メッセージの署名に使用されるアルゴリズム。
圧縮 メッセージが圧縮されているかどうかを示します。
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プロパティ 説明
コンテンツタイプ メッセージのコンテンツタイプ。
メッセージ ID メッセージの ID。

MDN の詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
MDN タイプ MDN が同期か非同期かを示します。
MDN 署名済み MDN がデジタル署名で署名済みかどうかを示します。
MDN 送信済み MDN が送信済みかどうかを示します。
MDN 配信 MDN の配信方法（電子メール、URL、ジョブログ、ファイル）。
MDN MDN を表示するためのリンク。
MIC メッセージ統合性チェックコード。
MIC アルゴリズム 署名に使用される MIC アルゴリズム。
状態 転送のステータス（成功または失敗）。
エラーメッセージ 転送に失敗した場合のエラーメッセージ。

ファイルの詳細には、ファイルごとに次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 ファイルの完全パスと名前。
ファイルサイズ ファイルのサイズ（キロバイト単位）。
ステータス ファイル転送のステータス（成功または失敗）。

SFTP ファイル転送の監視
リモートパートナーとファイルを交換するときは、ファイル転送サービスによって常にログファイルが生成さ
れます。SFTP ファイル転送ログにはモニタからアクセスできます。
次のページで SFTP ファイル転送ログを表示できます。

［ファイル転送ログ］ページ
［ファイル転送ログ］ページですべてのファイル転送ログを表示すると、すべての SFTP アップロードおよ

びダウンロードコマンドのログが表示されます。SFTP ログを表示するようにフィルタすると、すべての
SFTP コマンド（ログイン、接続、切断など）のログが表示されます。
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［イベントのプロパティ］ページ
特定のファイル転送ログの詳細情報が表示されます。

SFTP ファイル転送ログの表示
SFTP ファイル転送ログのリストを表示するには、モニタで［ファイル転送ログ］をクリックします。
SFTP ファイル転送ログのリストをフィルタするには、［SFTP ログ］を選択します。

［ファイル転送ログ］ページには、SFTP ファイル転送ログのリストが表示され、ステータス情報が示されま
す。［ファイル転送ログ］ページで SFTP ログをフィルタすると、SFTP コマンドも表示されます。
次の図は、SFTP ログがフィルタされた［ファイル転送ログ］ページを示しています。

［ファイル転送ログ］ページで SFTP ログをフィルタすると、各 SFTP ログについて次のプロパティが含まれま
す。

プロパティ 説明
インスタンス名 SFTP ファイル転送インスタンスの名前。
アセットタイプ SFTP サーバー。
コマンド コマンドタイプ（接続、ログイン、アップロードなど）。
終了時刻 コマンドで実行されたアクションの終了日時。
ファイル数 アクションに含まれるファイルの数。
ステータス アクションのステータス（成功または失敗）。
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SFTP ファイル転送ログの詳細の表示
SFTP ファイル転送の詳細情報を表示するには、［ファイル転送ログ］ページでインスタンス名をクリックしま
す。
インスタンス名をクリックすると、SFTP イベントに関する詳しい説明が表示されます。ページに表示される
情報は、SFTP コマンドタイプによって異なります。
次の図は、アップロードコマンドの詳細を示しています。

SFTP イベントの詳細
SFTP イベントのプロパティは、SFTP コマンドのタイプによって異なります。例えば、物理パスと仮想パスは
ログインコマンドには適用されず、ログインコマンドのログでは空白のままになります。
イベント詳細には次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
サーバー IP コマンドが実行された SFTP サーバーの IP アドレス。
サーバーポート コマンドが実行された SFTP サーバーのポート番号。
リモート IP コマンドが開始されたクライアントの IP アドレス。
リモートポート コマンドが開始されたクライアントのポート番号。
セッション ID SFTP セッションの ID。
ユーザー名 ファイルサーバーのユーザーのユーザー名。
コマンド SFTP コマンドのタイプ。
物理パス ランタイム環境でコマンドが実行されたファイルへの絶対パス。
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プロパティ 説明
仮想パス ファイルサーバーユーザーのホームディレクトリでコマンドが実行されたファイルへの

相対パス。
ファイルサイズ コマンドが実行されたファイルのサイズ。
状態 コマンドによって実行されたアクションのステータス。
コメント コマンドによって実行されたアクションに関する追加の詳細。

HTTPS ファイル転送の監視
リモートパートナーとファイルを交換するときは、ファイル転送サービスによってログファイルが生成されま
す。HTTPS ファイル転送ログにはモニタからアクセスできます。

［ファイル転送ログ］ページで HTTPS ファイル転送ログを表示します。ページをフィルタして HTTPS ログの
みを表示すると、［ファイル転送ログ］ページには、ログイン、ログアウト、削除、名前変更、アップロード、
ダウンロードなどのすべての HTTPS コマンドのログが表示されます。

HTTPS ファイル転送ログの表示
ファイル転送ログを表示するには、モニタで［ファイル転送ログ］をクリックします。HTTPS ファイル転送ロ
グのリストをフィルタするには、［HTTPS ログ］を選択します。HTTPS ファイル転送ログには、ファイル転送
と HTTPS コマンドのステータスが表示されます。
次の図は、HTTPS ログがフィルタされたサンプル［ファイル転送ログ］ページを示しています。
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［ファイル転送ログ］ページには、HTTPS ファイル転送ログごとに次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
インスタンス名 HTTPS ファイル転送インスタンスの名前。
アセットタイプ HTTPS サーバー。
コマンド ログイン、アップロード、名前変更などのコマンドタイプ。
終了時刻 コマンドで実行されたアクションの終了日時。
ファイル数 アクションに含まれるファイルの数。
ステータス アクションのステータス（成功または失敗）。

HTTPS ファイル転送ログの詳細の表示
HTTPS ファイル転送の詳細情報を表示するには、［ファイル転送ログ］ページでインスタンス名をクリックし
ます。インスタンス名をクリックすると、HTTPS イベントの詳細が表示されます。ページに表示される情報
は、HTTPS コマンドタイプによって異なります。
次の図は、サンプルアップロードコマンドの詳細を示しています。

ファイルリスナの監視
ファイルリスナの実行や、ファイルリスナの各実行ジョブで発生するイベントを監視する事ができます。
Monitor の［ファイル転送ログ］ページには、ファイルリスナのログエントリが一覧表示されます。
1. Monitor で、［ファイル転送ログ］を選択します。 

［ファイル転送ログ］ページには、ファイルリスナログが一覧表示されます。
2. ファイルリスナのログのリストをフィルタするには、［ファイル転送ログ］ページの［ファイルリスナロ

グ］を選択します。 
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3. ファイルリスナをクリックします。 
ファイルリスナのジョブの詳細が表示されます。このページには、ファイルリスナジョブの詳細、ファイ
ルリスナの監視の結果、および定義した場所で発生したファイルイベントの詳細が含まれます。
次の図に、ファイルリスナの状態およびファイルイベントの詳細を示します。

ファイルリスナジョブの詳細
ファイルリスナはファイルリスナジョブを作成し、［ファイル転送ログ］ページに表示します。ファイルリスナ
は指定したフォルダのファイルをリスニングし、［ファイルリスナジョブのプロパティ］ページにイベントを記
録します。ファイルリスナジョブのプロパティの［ステータス］フィールドは、ファイルリスナジョブの変更
を示します。
ジョブのプロパティ
各ファイルリスナジョブインスタンスのジョブのプロパティでは、インスタンスの全般プロパティが表示され
ます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

ステータス 理由
アセット名 アセットの名前。
アセットタイプ アセットのタイプ。この場合、ファイルリスナ。
開始するユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブが開始された日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
アプリケーションバー
ジョン

ファイルリスナインスタンスが実行されているエージェントのバージョン。

スナップショットのリ
セット

ランタイム環境、コネクタタイプ、接続、リスナルールプロパティなどのファイ
ルリスナ定義を更新する場合は、ファイルリスナをリセットする必要があります。
このアクションでは、過去に追跡されたファイルのリストがクリアされます。
ファイルリスナがリセットされると、スナップショットリセット値が True になり
ます。
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ジョブの結果
各ファイルリスナジョブインスタンスのジョブの結果には、ジョブのステータスと、成功およびエラー統計が
表示されます。
ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

ステータス 理由
状態 ジョブは、次のいずれかの状態になります。

- 失敗: ファイルリスナが正常に実行されませんでした。
- 完了: ファイルリスナが正常に実行を完了しました。
- 停止: 停止状態は次の理由で発生します。

- ファイルリスナが手動で停止した。
- ファイルリスナが手動で開始した後の実行中に、スケジュールされた実行が開始した。

スケジュールされた実行が開始するときに、手動で開始したジョブが停止した。
- エージェントが同じアプリケーションバージョンで再起動すると、ファイルリスナは

自動的に停止します。更新されたアプリケーションバージョンが利用可能な場合、フ
ァイルリスナはアプリケーションバージョンでの実行も停止します。

- 実行中（エラーあり）: ファイルリスナでエラーが発生しました。
- 実行中: ファイルリスナが実行中です。

到着済みファ
イル

ターゲットに到着したファイルの数。

更新済みファ
イル

更新されたファイルの数。

削除済みファ
イル

削除されたファイルの数。

コメント 自動入力されます。ジョブの状態に基づきます。例えば、ファイルリスナが失敗ステータ
スの場合、メッセージには失敗の理由が記載されます。

注: 到着、更新、削除などのファイルイベントの数がイベントの上限を超えた場合、ファイルリスナは失敗しま
す。
ファイルイベント

［ファイルイベント］セクションには、ファイルリスナジョブが転送したファイルの合計数と各ファイルの情報
が表示されます。

［ファイルイベント］セクションは、ファイルリスナジョブがファイルを転送するたびに更新され、ファイル転
送プロセス全体でファイルの状態が更新されます。ファイルの転送の進行状況は、ファイルの状態に基づいて
追跡できます。

［ファイルイベント］セクションには、各ファイルの次のプロパティが表示されます。

ステータス 理由
名前 ファイルの名前。
ファイルサイズ（バイト） ファイルのサイズ（バイト単位）。
最終変更日 ファイルが最後に変更された日時。
パス ファイルのパス。
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ステータス 理由
イベントのタイプ ファイル転送イベントのタイプ。
イベントの時刻 ファイルイベントが発生した日時。

統合 API の監視
統合ログには、ファイルサーバーを呼び出してタスクを転送するために B2B ゲートウェイなどの外部アプリケ
ーションによって使用される収集コマンドやリリースコマンドなどの統合 API のステータスが表示されます。

［ファイル転送ログ］ページで統合ログのリストをフィルタするには、［統合ログ］を選択します。統合ログは
［すべてのログ］フィルタでは表示されません。統合ログを表示するには、［統合ログ］フィルタを使用する必

要があります。

統合ログの表示
モニタで統合ログを表示するには、［ファイル転送ログ］をクリックします。統合ログのリストをフィルタする
には、［統合ログ］を選択します。
次の図は、統合ログがフィルタされたサンプル［ファイル転送ログ］ページを示しています。

［ファイル転送ログ］ページには、統合ログごとに次のプロパティが表示されます。

プロパティ 説明
インスタンス名 統合ログの名前。
アセットタイプ API、ファイル転送タスク、FTP クライアント、FTPS クライアント、または SFTP クライ

アント。
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プロパティ 説明
コマンド 収集、リリース、ファイル転送タスク、アップロード、ダウンロードなどのコマンドタ

イプ。
終了時刻 コマンドで実行されたアクションの終了日時。
ファイル数 アクションに含まれるファイルの数。
ステータス アクションのステータス（成功または失敗）。

統合ログの詳細の表示
統合ログの詳細情報を表示するには、［ファイル転送ログ］ページでインスタンス名をクリックします。
アセットタイプに応じて、統合ログの詳細を表示するには、次のいずれかの手順を実行します。
• アップロード、ダウンロード、リリース、収集、またはファイル転送タスクのコマンドログを表示するに

は、ジョブを含む行の［アクション］アイコンをクリックし、［ジョブログのダウンロード］を選択します。
ログは.txt ファイルとしてダウンロードされます。
次の図は、サンプルのファイル転送タスクコマンドジョブのダウンロードオプションを示しています。
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• 収集、リリース、アップロード、およびダウンロードの API コマンドのログを表示するには、インスタンス
名をクリックします。インスタンスのログをダウンロードするには、［結果］領域の［ジョブログのダウン
ロード］をクリックします。または、インスタンスを含む行の［アクション］アイコンをクリックして、

［統合ログ］ページの［ジョブログのダウンロード］を選択します。
次の図は、サンプルリリースコマンド API のログを示しています。

ジョブのプロパティ
ジョブのプロパティには、インスタンスの全般プロパティが表示されます。
ジョブのプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
ジョブ名 ジョブの名前。API、FTP クライアント、FTPS ライアント、および SFTP クライアン

トのアセットタイプ用です。
ランタイム環境 タスクを実行するランタイム環境の名前。
タスク名 タスクの名前。ファイル転送タスクアセットタイプのみで使用します。
タスクタイプ タスクのタイプ。ファイル取り込みタスクのみで使用します。
接続 ファイルの送信に使用する接続。
開始するユーザー名 ジョブを開始したユーザーまたはスケジュールの名前。
開始時刻 ジョブの開始日時。
終了時刻 ジョブが完了または停止した日時。
継続時間 完了または停止するまでにジョブが実行された時間。
パターン 転送されたファイルのパターン。
コマンド コマンドのタイプ

比較結果
ジョブの結果には、ジョブのステータスおよびエラー統計が表示されます。
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ジョブの結果には次のプロパティが含まれます。

プロパテ
ィ

説明

状態 ジョブステータス。ジョブは、次のいずれかの状態になります。
- 実行中。ジョブは継続して実行中です。
- 成功。ジョブが正常に完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ジョブは完了しませんでした。
- 強制終了。ジョブは強制終了されました。

ログ セッションログファイルのダウンロードができます。デフォルトでは Informatica Intelligent 
Cloud Service には、最新の実行結果でログを上書きする前に、10 回の実行結果のセッション
ログが保存されます。それ以前の実行結果のセッションログが必要な場合は、セッションロ
グファイルがあるディレクトリをバックアップします。
セッションログファイルは、次のディレクトリに書き込まれます。
<Secure Agent installation directory>/apps/Data_Integration_Server/logs

送信され
たファイ
ルの数

ターゲットへ転送、ダウンロードまたはアップロードされたファイルの数。

エラーメ
ッセージ

ジョブに関連付けられているエラーメッセージ（ある場合）。

ファイルイベント
このセクションには、転送したファイルの合計数と各ファイルの情報が表示されます。

［ファイルイベント］セクションは、ファイルが転送されるたびに更新され、ファイル転送プロセス全体でファ
イルの状態が更新されます。ファイルの転送の進行状況は、ファイルの状態に基づいて追跡できます。

［ファイルイベント］セクションには、各ファイルの次のプロパティが表示されます。

プロパティ 説明
ソースファイル
のパス

ファイルの転送元のパス。

ターゲットファ
イルのパス

ファイルの転送先のパス。

ファイルサイズ ファイルのサイズ（バイト単位）。
状態 ファイル転送の状態。ファイルは、次のいずれかの状態になります。

- 成功。ファイル転送は正常に完了しました。
- 失敗。エラーが発生したため、ファイル転送は完了しませんでした。
- 処理中*。ファイル転送が実行中です。
- 重複*。以前に同じ名前、ディレクトリの場所、サイズのファイルを転送したタスクで

す。
- 不明*。ファイルの転送中に、前のタスクインスタンスがエラーを検出しました。ソー

スが重複ファイルをスキップするように設定されているタスクに適用できます。
* これらの状態は、ダウンロードコマンドのみで使用できます。
状態プロパティを監視して、各ファイルのファイル転送の進行状況を追跡できます。
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第  8  章

詳細クラスタの監視
組織内で実行中の詳細クラスタを監視できます。詳細クラスタは、ジョブを実行するための分散処理環境をク
ラウド上で実現する Kubernetes クラスタです。
Monitor の［詳細クラスタ］ページに移動すると、組織内のすべての詳細クラスタのリストが表示されます。
各クラスタをドリルダウンして、次のタブにクラスタの詳細を表示できます。
アクティビティログ

クラスタの開始時刻、スケールアップ時刻、スケールダウン時刻、停止時刻、および詳細設定の更新に基
づいて変更される時刻を含む、クラスタイベントのリストです。また、クラスタが使用不可になったイベ
ント、クラスタのリカバリイベントも含まれます。

ライフサイクルグラフ
クラスタ上のワーカーノードの数を時系列で視覚的に表したものです。

設定
詳細設定を作成するために Secure Agent が使用する詳細クラスタです。詳細設定を編集するには、
Administrator を使用する必要があります。

ジョブ
クラスタで実行されているすべてのジョブのリストです。マッピングのインスタンスとマッピングタスク
は、停止および再開できます。また、ログファイルのダウンロードも可能です。

クラスタインスタンスにドリルダウンすると、各ページのヘッダのかっこ内に一意のクラスタ ID が表示されま
す。クラスタ ID を使用して、ログファイルでクラスタインスタンスを識別できます。
注: Monitor のクラスタ ID は、クラウドリソースに割り当てられている KubernetesCluster タグの値として表
示されるクラスタ ID と一致しない場合があります。

すべてのクラスタの監視
［詳細クラスタ］ページで、組織内のすべての詳細クラスタを監視できます。
［詳細クラスタ］ページを使用すると、ジョブの実行に利用できるすべての詳細クラスタを表示できます。現在

実行中のクラスタについては、このページを使用して、クラウドプラットフォーム上のリソース消費状況の概
要を表示できます。

［詳細クラスタ］ページでクラスタを監視するには、管理者またはデザイナのロールが必要です。これらのロー
ルのいずれかをもつユーザーは組織内のすべてのクラスタを監視できます。また、カスタムロールを作成して
詳細設定を読み取る特権をロールに割り当てることもできます。
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次の図は、［詳細クラスタ］ページを示しています。

1. このページの情報が最新であるか、更新が必要であるかを示すステータスメッセージ
2.［更新］アイコン
3.［停止］アイコン
各詳細クラスタの名前は、次の形式で表示されます。
<詳細設定>-<runtime environment>
ページの上部にあるステータスメッセージはこのページの情報が最新であるかどうかを示しています。情報が
古くなると、「使用可能な更新」というステータスメッセージが表示されます。ページを更新するには、[使用
可能な更新]メッセージまたは[更新]アイコンをクリックします。
詳細ジョブを実行してクラスタを開始したときやクラスタがスケールアップしてワーカーノード数が増えたと
きなど、クラスタの状態が変化した際に情報が最新でなくなる場合があります。
クラスタが実行中の場合、［停止］アイコンをクリックしてクラスタを停止できます。クラスタを停止するに
は、少なくとも詳細設定の更新特権が必要です。
クラスタインスタンスをドリルダウンして、追加の詳細を表示できます。クラスタインスタンスをドリルダウ
ンするには、クラスタインスタンス名をクリックします。クラスタインスタンスの作成に使用する詳細設定に
直接ドリルダウンすることもできます。設定でドリルダウンするには、設定名をクリックします。

クラスタのステータス
［詳細クラスタ］ページに表示される各クラスタのステータスを表示できます。

次の表に、クラスタのステータスを示します。

ステー
タス

説明

開始中 クラスタは開始中です。ジョブを実行すると、すぐにクラスタが起動します。
実行中 クラスタは実行中で、ジョブを処理しています。
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ステー
タス

説明

停止中 クラスタは停止中です。クラスタで実行していたジョブが完了し、クラスタが詳細設定のアイド
ルタイムアウトに到達したか、ユーザーが最近 Monitor でクラスタを停止しました。
クラスタの停止にかかる時間は、クラウドプラットフォームによって異なります。クラスタの停
止中にジョブを実行すると、クラスタは起動せず、ジョブは失敗します。

停止 クラスタは停止しました。
エラー クラスタにエラーが 1 つあります。エラーの間、Secure Agent はクラスタをリカバリしようとし

ます。
開始失敗例外や停止失敗例外を受信した場合など、ユーザー側のアクションが必要になる場合が
あります。

不明 クラスタのステータスは不明です。
ステータスが不明な場合、Secure Agent が実行していることを確認します。Secure Agent が実行
していない場合、Secure Agent を有効にしてクラスタが開始するかどうか確認します。
クラスタが開始しない場合、管理者はクラスタを一覧表示するコマンドを実行できます。コマン
ド出力でそのクラスタの状態が一部利用中または完全使用中と示された場合、管理者はクラスタ
を削除するコマンドを実行できます。
コマンドの詳細については、Administrator ヘルプを参照してください。

次の条件が真の場合、Monitor では現在のクラスタのステータスが反映されない場合があります。
• Secure Agent マシンがシャットダウンされている。
• 詳細設定を更新し、その設定を保存するときに詳細クラスタの無効化を選択した。
クラスタのステータスが変化してからエージェントがクラスタのステータスに関する情報を受信するまでの間
に遅延も発生します。そのため、クラスタが停止しているか停止されたときに、エージェントがクラスタにジ
ョブを送信する場合があります。ジョブが失敗します。クラスタを再起動するには、ジョブを再度実行する必
要があります。
例えば、エージェントにクラスタが実行中であることが通知され、その後すぐにクラスタがアイドルタイムア
ウトに達した場合、エージェントはジョブをクラスタに送信し、ジョブは失敗します。

アクティビティログの監視
［詳細クラスタ］ページからクラスタインスタンスにドリルダウンした後、［アクティビティログ］タブでクラ

スタインスタンスのアクティビティログを監視できます。
アクティビティログを使用してクラスタのイベントを監視します。イベントは、クラスタが起動した時間、ス
ケールアップまたはスケールダウンした時間、停止した時間、または詳細設定への更新に基づき変更された時
間を示します。表示できるカラムは、クラウドプラットフォームによって異なります。
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次の図は、［アクティビティログ］タブを示しています。

1. クラスタ名
2. クラスタ ID
3. このページの情報が最新であるか、更新が必要であるかを示すステータスメッセージ
4.［更新］アイコン
5.［ダウンロード］アイコン
ページの上部にあるステータスメッセージはこのページの情報が最新であるかどうかを示しています。情報が
古くなると、「使用可能な更新」というステータスメッセージが表示されます。ページを更新するには、[使用
可能な更新]メッセージまたは[更新]アイコンをクリックします。
情報は、ジョブを実行してクラスタを起動したり、クラスタがスケールアップしてワーカーノードの数が増加
するなど、新しいクラスタイベントが発生した際に最新ではなくなる場合があります。
アクティビティログをダウンロードするには、［ダウンロード］アイコンをクリックします。

クラスタイベント
クラスタインスタンスのアクティビティログを監視するときに、クラスタイベントのリストを表示できます。
イベントは特定の時点にクラスタで発生します。
次の表に、クラスタで発生する可能性のあるイベントについて説明します。

クラスタイベン
ト

説明

開始中 クラスタは開始中です。
開始 クラスタが開始しました。
停止中 クラスタは停止中です。
停止 クラスタが停止しました。
スケールアップ クラスタのワーカーノードの数が増加しました。
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クラスタイベン
ト

説明

スケールアップ
に失敗しました

クラスタがスケールアップに失敗しました。
クラスタに追加されたワーカーノードで初期化スクリプトが失敗すると、クラスタはス
ケールアップに失敗する可能性があります。

スケールダウン クラスタのワーカーノードの数が減少しました。
設定変更 詳細設定が変更されました。設定変更時、クラスタは停止します。設定の変更は、次回

クラスタを起動したときに反映されます。
使用不可 クラスタはエラーステータスになりました。
リカバリ クラスタがエラー発生後にリカバリされました。

Secure Agent が予期せず停止し、別のマシンで再開した場合、エージェントは新しいエ
ージェントのエラスティックサーバーのバージョンが前のエージェントのエラスティッ
クサーバーのバージョンと同じ場合のみクラスタをリカバリできます。

ライフサイクルグラフの表示
［詳細クラスタ］ページからクラスタインスタンスにドリルダウンした後、［ライフサイクルグラフ］タブでク

ラスタインスタンスのライフサイクルグラフを表示できます。
ライフサイクルグラフは、クラスタ上のワーカーノードの数を時系列に視覚的に表したものです。時間範囲を
変更することによって、ワーカーノード数の変更に関する詳細レベルを表示する事ができます。
次の図は、［ライフサイクルグラフ］タブを示しています。

1. クラスタ名
2. クラスタ ID
3. 時間範囲
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設定の表示
［詳細クラスタ］ページからクラスタインスタンスにドリルダウンした後、［設定］タブでクラスタインスタン

スの設定を表示できます。表示される設定は、詳細クラスタのリソースをプロビジョニングするために使用す
る詳細設定です。

［設定］タブを使用して設定を参照します。表示できるプロパティは、クラウドプラットフォームによって異な
ります。設定を編集するには Administrator を使用します。
次の図は、［設定］タブを示しています。

1. クラスタ名
2. クラスタ ID

クラスタ上のジョブの監視
［詳細クラスタ］ページからクラスタインスタンスにドリルダウンした後、クラスタで実行中のすべてのジョブ

を［ジョブ］タブで監視できます。［ジョブ］タブには、現在実行中のジョブと完了したジョブが一覧表示され
ます。

［ジョブ］タブを使用すると、ジョブの失敗を分析したり、ジョブや詳細クラスタをデバッグできます。
不要なエラーを防ぐため、詳細クラスタのステータスを確認してから、クラスタでジョブを実行します。クラ
スタは、存在しない、実行中、または停止のいずれかである必要があります。
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次の図は、［ジョブ］タブを示しています。

1. クラスタ名
2. クラスタ ID
3. このページの情報が最新であるか、更新が必要であるかを示すステータスメッセージ
4.［更新］アイコン

［ジョブ］タブには過去 3 日間に実行したジョブと 3 日以上前に実行された最近 1000 個のジョブが一覧表示さ
れます。
ページの上部にあるステータスメッセージはこのページの情報が最新であるかどうかを示しています。情報が
古くなると、「使用可能な更新」というステータスメッセージが表示されます。ページを更新するには、[使用
可能な更新]メッセージまたは[更新]アイコンをクリックします。
情報はジョブのステータスが変化したり、ユーザーがジョブを開始したりした際に最新ではなくなります。
ジョブが完了したら、ジョブをドリルダウンしてジョブの詳細を表示することができます。ジョブをドリルダ
ウンするには、インスタンス名をクリックします。
ジョブの詳細については、「詳細クラスタのサブタスクの監視」  (ページ 26)を参照してください。
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第  9  章

ソース管理ログの監視
組織がソース管理に対応している場合は、組織内のユーザーがソース管理対象オブジェクトで実行するアクシ
ョンを監視できます。ユーザーがソース管理対象オブジェクトでアクションを実行するたびに、Informatica 
Intelligent Cloud Services は［ソース管理ログ］ページにアクションのログを記録します。ログは 7 日間保持
されます。
ソース管理アクションを監視するには、［アセット - ソース管理ログ］特権が必要です。次のロールを持つユー
ザーは、デフォルトで［アセット - ソース管理ログ］を持っています。
• Administrator
• Designer
• Monitor
次の図は、［ソース管理ログ］ページを示しています。

1. ページが最後に更新された時刻。
2.［更新］アイコン。
3.［フィルタ］アイコン。
デフォルトでは、［ソース管理ログ］ページには最新のものから始まるアクションのリストが表示されます。ペ
ージを並べ替えるには、ソート基準とするプロパティのカラム名をクリックします。次のプロパティでアクシ
ョンをソートできます。
• アクション
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• 開始時刻
• ユーザー名
• ステータス
ページを更新するには、［更新］をクリックします。

［ソース管理ログ］ページに表示されるアクションをフィルタ処理するには、［フィルタ］アイコンをクリック
します。フィルタにはキーワードおよび部分文字列を指定できます。
フィルタを適用するには、［フィルタの追加］をクリックし、フィルタ対象のプロパティを選択し、プロパティ
値を入力します。例えば、文字列「b8d」が含まれる Git ハッシュですべてのチェックインを検索するには、

［アクション］フィルタを追加し、［チェックイン］を選択します。次に、［Git のハッシュ］フィルタを追加
し、値として「b8d」を入力します。
アクションの詳細を表示するには、アクション名をクリックします。

アクションプロパティ
［ソース管理ログ］ページには、名前、開始時刻、Git のハッシュなどのアクションプロパティが表示されま

す。
アクションプロパティには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
アクション 実行された Git アクション。
開始時刻 アクションが開始された日時。
ユーザー名 アクションを実行したユーザー。
Git のハッシュ 改訂の Git 識別子。

Informatica Intelligent Cloud Services では、Git ハッシュの最初の 7 文字が表示されます。
次のアクションに適用されます。
- チェックイン
- プル

ステータス アクションステータス。アクションのステータスは、次のいずれかになります。
- 成功。アクションが正常に完了しました。
- 実行中。アクションが現在進行中です。
- 警告。アクションが完了し、警告が検出されました。詳細については、アセットのサマ

リを参照してください。
- エラー。エラーが発生したため、アクションは完了しませんでした。

Git のサマリ 改訂の説明。
次のアクションに適用されます。
- チェックイン
- プル
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ソース管理アクションの詳細の表示
ソース管理アクションの詳細を表示するには、［アクション］カラムのアクション名をクリックします。
次の図は、チェックインの詳細を示しています。

アクションのサマリ
［サマリ］領域には、アクションの全般情報が表示されます。

アクションのサマリには次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
アクション ソース管理リポジトリで実行されたアクション。
開始時刻 アクションが開始された日時。
終了時刻 アクションが終了した日付および時刻。
Git のサマリ 改訂の説明。

次のアクションに適用されます。
- チェックイン
- プル

ユーザー名 アクションを実行したユーザー。
Git のハッシュ 改訂の Git 識別子。

Informatica Intelligent Cloud Services では、Git ハッシュの最初の 7 文字が表示されます。
次のアクションに適用されます。
- チェックイン
- プル

ステータス アクションのステータス。アクションのステータスは、次のいずれかになります。
- 成功。アクションが正常に完了しました。
- 実行中。アクションが進行中です。
- 警告。アクションが完了し、警告が検出されました。詳細については、アセットのサマ

リを参照してください。
- エラー。エラーが発生したため、アクションは実行されませんでした。
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アセットのサマリ
［アセット］領域には、アクションが実行されたプロジェクト、フォルダ、およびアセット、および各オブジェ

クトの詳細が表示されます。
アセットのサマリには、オブジェクトごとに次のプロパティが含まれます。

プロパティ 説明
名前 プロジェクト、フォルダ、アセットの名前。
タイプ オブジェクトのタイプ。
場所 アセットが存在するプロジェクトまたはフォルダ。
Git のハッシュ アクションの Git 識別子。

次のアクションに適用されます。
- チェックイン
- プル

ステータスメッセージ 個別のオブジェクトのステータス、およびステータスの詳細。
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